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第7回大村市消防団ポンプ操作大会が 3月8日、森園町

の消防学校で開催されました。キピキピとした動きとテキ

パキとした消防操作の中に、レベルの高さを感じました。

後うの常日頃の訓練が、私たちのまちを火災か5守って

くれています。
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成
田

平
施

圃
人
々
の
交
漏
が
進
む

圃

臨

空

都

市

づ

く

り

勢
い
あ
る
豊
か
な

ま
ち
を
め
、
さ
し
て

3月定例市議会で平成10年度施政方針を発表する甲斐田園彦市長

-
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
の
推
進

土
地
利
用
の
現
状
を
考
え
合
わ
せ
て
、
調
和

の
と
れ
た
計
画
的
な
土
地
利
用
を
進
め
ま
す
。

新
年
度
は
、
基
本
構
想
で
示
し
た
将
来
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
沿

っ
て、

「国
土
利
用
計
画
大

村
市
計
画
」
の
見
直
し
を
し
ま
す
。

-
市
街
地
の
整
備

用
途
地
域
の
指
定
に
基
づ
き
調
和
の
と
れ
た

整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、

J

R
大
村
駅
周
辺
を
中
心
と
す
る
中

心
市
街
地
に
つ
い
て
、
市
内
外
の
人
々
が
集
い
、

交
流
す
る
商
業
地
域
等
と
し
て
の
再
生
に
向
け

て
努
力
し
ま
す
。

-
都
市
景
観
の
形
成

大
村
ら
し
さ
を
表
現
で
き
る
ま
ち
前
つ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
基
本
計
画
と
景
観
条
例
の
検

討
・
立
案
に
着
手
し
ま
す
。

-
交
通
体
系
の
整
備

ー
国
道
の
整
備
|

国
道
担
号
の
拡
幅
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

用
地
買
収
を
行
い
ま
す
。
今
後
も
事
業
区
間
の

延
伸
を
含
め
、
早
期
完
成
に
向
け
て
努
力
し
ま

す
。国

道

4
4
4
号
の
整
備
は
、
新
年
度
全
面
開

通
に
向
け
、

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

ー
都
市
計
画
道
路
の
整
備
l

久
原
梶
ノ
尾
線
は
、
国
道
担
号
の
バ
イ
パ
ス

道
路
と
し
て
、
整
備
を
進
め
早
期
完
成
に
向
け

て
努
力
し
ま
す
。

久
原
線
は
平
成
日
年
度
完
成
を
目
指
し
ま

す
。富

の
原
坂
口
線
お
よ
び
沖
回
線
は
、

収
を
進
め
ま
す
。

甲
斐
田
市
長
は
、

3
月
定
例
市
議
会
で
、
平
成
問
年
度
の
施

政
方
針
を
発
表
。
そ
の
中
で
、
市
長
は
、
「
市
民
の
皆
様
の
声

を
よ
く
聞
き
常
に
市
民
の
幸
せ
を
願
っ
て

n

魅
力
あ
ふ
れ
る

豊
か
な
大
村
の
ま
ち
づ
く
り
H

を
基
本
に
お
き
、
今
後
と
も
、

生
活
基
盤
の
充
実
に
努
め
、
成
長
率
を
高
い
水
準
で
維
持
し
、

豊
か
な
ま
ち
に
発
展
す
る
よ
う
市
政
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
述

べ
ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
あ
う
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

用
地
買

ー
そ
の
他
市
道
等
の
整
備

市
道
等
は
、
遂
時
整
備
を
進
め
、
高
齢
者
・

障
害
者
・
子
供
な
ど
へ
配
慮
し
た
快
適
で
人
に

優
し
い
道
路
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
の
散
歩
道
整
備
事
業
と
し
て
、

新
年
度
か
ら
内
田
川

・
本
町
通
り
の
整
備
に
着

子
し
ま
す
。

長
崎
新
幹
線
・

J

R
大
村
線
整
備
|

九
州
新
幹
線
長
崎
ル

l
ト
は
、
武
雄
温
泉
l

新
大
村
聞
の
駅
・
ル

1
ト
が
公
表
さ
れ
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
等
の
推
進
を
図
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
早
期
着
工
に
向
け
積
極
的

に
要
望
活
動
等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、

J

R
大
村
線
の
整
備
拡
充
、
輸
送
力

の
強
化
も
要
望
・
陳
情
を
行
い
、
実
現
に
向
け

て
努
力
し
ま
す
。
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-
空
港
機
能
の
強
化

今
後
と
も
長
崎
空
港
を
拠
点
に
、
国
際
航
空

貨
物
の
流
通
を
促
進
す
る
た
め
、
輸
入
促
進
地

域

(
F
A
Z
)
と
し
て
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
長
崎
エ
ア
フ
ロ
ン
ト
計
画
の
実
現
へ
向

け
て
努
力
し
ま
す
。

ま
た
、
国
際
空
港
と
し
て
の
体
制
の
整
備
と

国
内
線
、
国
際
線
の
増
便
等
に
つ
い
て
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

-
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
に
よ

る
情
報
を
提
供
し
、
有
益
な
活
用
を
更
に
充
実

し
ま
す
。

-
水
資
源
の
確
保

飲
料
水
の
拘
%
以
上
を
地
下
水
に
頼
っ
て
お

り
、
水
は
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
、
今
後
、
益
々
増
大
す
る
生
活
用
水
・
工
業

用
水
等
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
地
下
水
、

雨
水
お
よ
び
下
水
処
理
の
活
用
を
含
め
た
総
合

的
水
資
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
対
策
を
進
め
ま

す
。
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圃
潤
い
あ
ふ
れ
る
海
と
緑
の
環

.
境
都
市
づ
く
り

噴盛詣

-
快
適
環
境
の
形
成

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
、
健
全
で
恵
み
豊
か
な
生
活
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
自
然
と
人
が
共
生
す
る
ま
ち
、
つ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
破
壊
な
ど
、
人
類

の
基
盤
で
あ
る
地
球
全
体
の
環
境
保
全
へ
取
り

組
む
た
め
、
環
境
基
本
条
例
の
制
定
や
環
境
基

本
計
画
の
策
定
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
、
県

お
よ
び
湾
岸
市
町
と
一
体
と
な
り
、
環
境
に
や

さ
し
い
浄
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

-
住
宅
の
整
備

市
街
地
の
特
性
に
応
じ
、
魅
力
あ
る
良
好
な

住
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

-
公
園
・
緑
地
・
水
辺
の
整
備

市
民
が
緑
と
ふ
れ
あ
い
潤
い
の
あ
る
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
公
園
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

大
村
公
園
の
花
菖
蒲
園
の
維
持
管
理
に
な
お

一
層
努
め
ま
す
。

「
潮
風
と
大
地
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
事
業
」
と

し
て
、
森
園
公
園
に
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
、
中
央

広
場
な
ど
の
整
備
を
し
ま
す
。

-
上
水
道
の
整
備

水
道
事
業
の
経
営
の
健
全
化
と
安
定
給
水
の

た
め
、
漏
水
防
止
対
策
を
行
い
、
有
収
率
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

上
水
道
と
簡
易
水
道
(
上
部
大
村
お
よ
び
南

部
大
村
)
と
の
統
合
計
画
は
、
平
成
日
年
を
目

途
に
統
合
予
定
で
す
。

-
下
水
道
等
の
整
備

ー
公
共
下
水
道
の
推
進

本
市
の
下
水
道
普
及
率
は
、
平
成
日
年
3
月

末
に
は
約
百
%
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
県

下
で
も
高
水
準
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
に
は
、
約
内
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
整
備

を
す
る
予
定
で
す
。

松
原
地
区
に
お
い
て
も
、
平
成
日
年
3
月
末

に
は
一
部
供
用
開
始
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
大
村
湾
南
部
流
域
下
水
道
事
業
も
早

期
完
成
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
の
推
進
|

鈴
田
土
地
区
は
、
供
用
を
開
始
し
、
鈴
田
下

地
区
と
福
重
地
区
は
汚
水
処
理
施
設
の
建
設
を

進
め
ま
す
。

ー
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
整
備
|

市
内
全
世
帯
水
洗
化
を
目
指
し
、
公
共
下
水

道
お
よ
び
農
業
集
落
排
水
事
業
の
計
画
が
な
い

地
域
は
、
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推

進
し
ま
す
。

-
廃
棄
物
処
理
対
策
の
充
実

多
様
化
す
る
ご
み
の
質
お
よ
び
量
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
収
集
可
燃
ご
み
の
全
量
焼
却

を
実
施
し
、
環
境
保
全
に
努
め
ま
す
。

現
在
実
施
し
て
い
ま
す
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
新

年
度
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
分
別
の
徹
底
、
再
資
源
化
の
啓
蒙
普

及
を
促
進
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
て
資
源
物

の
回
収
を
し
ま
す
。

圃
心
か
よ
う

圃
健
康
福
祉
ま
つ
り

-
地
域
福
祉
の
推
進

施
設
福
祉
や
在
宅
福
祉
の
充
実
の
た
め
、
施

設
等
と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
増
大
す
る
需
要

に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
・
高
齢
者
な

ど
す
べ
て
の
市
民
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
福
祉
体
制
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

-
保
健
・
医
療
の
充
実

市
民
が
健
康
で
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
生
活
習
慣
病
等
の
各
種
検
診
の
実

施
率
向
上
な
ど
を
図
り
、
病
気
の
予
防
と
早
期

発
見
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
に
つ
い
て
、

一二
歳
児
以
下
と
百
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

本
年

m月
に
は
「
(
仮
称
)
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
障
害
児
を
抱
え
た
母
親
の

支
援
や
障
害
児
を
対
象
と
し
た
機
能
訓
練
を
実

施
し
、
障
害
児
本
人
の
自
立
支
援
を
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
少
子
化
・
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

た
め
、
市
民
の
健
康
相
談
や
育
児
支
援
、
介
護

相
談
等
の
充
実
を
図
り
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
す
べ
て
の
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち

w

つ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

市
立
病
院
事
業
は
、
地
域
に
密
着
し
た
病
院

と
し
て
、
各
診
療
体
制
の
充
実
、
医
療
水
準
の

向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

-
高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
社
会
を
迎
え
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
環
境
、
つ
く
り
を
目
指
し
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
在
宅
福

祉
を

一
層
充
実
す
る
と
と
も
に
、
新
年
度
か
ら

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
増
設
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
痴
呆
性
老
人
対
策
と
し
て
、
痴
呆
性

老
人
ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
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-
児
童
家
庭
福
祉
の
充
実

将
来
を
担
う
子
供
達
を
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
て
る
た
め
の
環
境
、
つ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。ま

た
、
第
二
子
の
保
育
料
、
乳
幼
児
医
療
の

5
歳
児
ま
で
の
無
料
化
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
低
年
齢
児
保
育
や
保
育
時
間
の
延
長
な
ど

保
育
内
容
の
拡
充
を
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
対
策
事
業
は
、
各
学
童
ク
ラ
ブ

な
ど
と
協
議
し
な
が
ら
、
昼
間
保
護
者
の
い
な

い
家
庭
の
児
童
の
健
全
な
育
成
を
推
進
し
ま

す
。ま

た
、
(
仮
称
)
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
在
宅
幼
児

の
子
育
て
支
援
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

-
障
害
者
(
児
)
福
祉
の
充
実

障
害
を
も
っ
人
を
含
む
全
て
の
人
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
街

m

つ
く
り
の
実
現
の
た

め
、
そ
の
指
針
と
な
る
障
害
者
福
祉
計
画
を
定

め
ま
す
。

-
年
金
・
国
保
の
充
実

国
民
年
金
の
充
実

国
民
皆
年
金
の
体
制
づ
く
り
の
た
め
、
年
金

相
談
な
ど
多
く
の
機
会
を
と
ら
え
、
制
度
の
周

知
を
図
り
、
加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。

ー
国
民
健
康
保
険
事
業
|

年
々
増
加
す
る
医
療
費
に
よ
り
、
財
政
状
況

は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
事
業
の
健
全
運
営
を

続
け
る
た
め
、
医
療
費
適
正
化
対
策
の
充
実
や

保
険
税
の
収
納
率
向
上
に
努
め
、
被
保
険
者
の

健
康
、
つ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

国
・
県
に
対
し
、
補
助
制
度
の
拡
充
や
負
担

と
給
付
の
公
平
化
す
る
な
ど
医
療
保
険
制
度
の

改
革
を
要
望
し
ま
す
。

-
防
災
、
消
防
対
策
の
充
実

大
規
模
災
害
な
ど
を
想
定
し
た
訓
練
な
ど
を

行
い
、
有
事
即
応
態
勢
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
促
進
に
努
め
、

防
災
意
識
を
た
か
め
ま
す
。

-
交
通
安
全
、
防
犯
対
策
の
充
実

高
齢
者
や
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事

故
が
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
交
通
安
全
教
育

の
実
施
や
交
通
安
全
施
設
の
充
実
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
防
犯
対
策
は
、
防
犯
灯
の
増
設
や
地

域
安
全
活
動
事
業
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

圃
歴
史
と
個
性
、
か
び
か
る

-
生
涯
学
習
都
市
づ
く
り

子
供
達
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
学
び

あ
え
る
町
と
し
て
、
生
き
生
き
と
し
た
真
の

「
教
育
の
ま
ち
大
村
」
の
実
現
に
向
け
て
、
次

の
こ
と
を
推
進
し
ま
す
。

-
生
涯
学
習
社
会
の
形
成

市
民

一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
の
あ
る
充
実

し
た
人
生
を
送
る
た
め
、
各
種
講
座
の
充
実
を

す
す
め
ま
す
。

図
書
館
、
史
料
館
の
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、

7
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
大
村
市
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
文

化
イ
ベ
ン
ト
等
の
誘
致
や
市
民
の
積
極
的
な
活

用
を
す
す
め
ま
す
。

-
学
校
教
育
の
充
実

心
の
教
育
を
重
視
し
、
道
徳
教
育
や
生
徒
指
導

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
体
験
学
習
を
通
し
て
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
人
間
関
係
を

豊
か
に
す
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
の
も
と
、
児
童
生

徒
の
心
を
重
視
し
た
指
導
や
相
談
等
を
通
し
て
、

い
じ
め
・
登
校
拒
否
対
策
を
一
層
充
実
し
ま
す
。

-
青
少
年
の
健
全
育
成

自
然
や
科
学
の
学
習
・
実
験
を
通
し
て
、
子

供
た
ち
の
感
動
す
る
心
や
科
学
す
る
心
を
育

て
、
豊
か
な
人
間
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
子
ど
も
科
学
実
験
教
室
」
、

「子
ど
も
自
然

科
学
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

ま
た
、
梶
山
御
殿
を
「
教
育
の
館
」
と
し
て

少
年
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
行
い
、
青
少
年
の
よ

り
よ
い
環
境
、
つ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
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-
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

市
民
が
明
る
く
、
健
康
で
、
心
豊
か
な
活
力

あ
る
生
活
を
形
成
し
て
い
く
た
め
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
努
め
ま

す
。

-
歴
史
・
文
化
の
継
承
と
創
造

各
種
歴
史
的
文
化
遺
産
の
保
護
・
継
承
に
努

め
、
市
民
の
自
発
的
な
芸
術
文
化
活
動
の
支
援

や
文
化
団
体
の
育
成
を
す
す
め
ま
す
。

-
国
際
交
流
・
地
域
間
交
流
の
推
進

国
際
交
流
は
、
諸
外
国
と
の
相
互
信
頼
関
係

を
深
め
る
う
え
で
大
変
重
要
な
乙
包
マ
ザ
。

新
年
度
に
は
、
中
国
上
海
市
関
行
区
か
ら
の

公
式
訪
問
団
を
お
迎
え
す
る
ほ
か
、
シ
ン
ト
ラ

市
か
ら
の
使
節
団
来
訪
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、

更
に
国
際
交
流
に
努
め
ま
す
。



国
活
力
を
呼
ぶ

園

地

域

産

業

づ

く

り

-
農
業
の
振
興

農
業
が
魅
力
あ
る
職
業
と
し
て
安
定
的
な
経

営
が
で
き
る
よ
う
に
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、

認
定
農
業
者
制
度
の
推
進
や
支
援
を
行
い
、
後

継
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ほ
場
整
備
は
、
狭
地
の
整
備
を
推
進
し
、
営

農
の
効
率
化
と
耕
作
放
棄
地
防
止
を
図
り
、
ひ

い
て
は
美
し
い
農
村
景
観
を
守
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。

畜
産
業
は
、
優
良
品
種
の
導
入
・
付
加
価
値

の
高
い
畜
産
物
の
生
産
を
図
り
、
環
境
保
全
型

経
営
を
も
と
に
経
営
安
定
に
努
め
ま
す
。

-
林
業
の
振
興

高
性
能
林
業
機
械
に
よ
り
、
集
団
共
同
間
伐

等
、
低
コ
ス
ト
に
よ
る
林
業
所
得
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

ま
た
、
保
養
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
生
活
環
境
保
全
林
を
整
備
し
、
森
林
保
全
の

強
化
を
す
す
め
ま
す
。

-
農
道
の
整
備

広
域
農
道
、
大
村
レ
イ
ン
ボ
ー
ロ

l
ド
の
災

害
復
旧
事
業
が
完
成
し
、
あ
わ
せ
て
交
通
安
全

施
設
等
も
整
備
充
実
し
て
、
主
要
道
路
と
し
て

の
役
目
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
農
道
の
整
備
も
計
画
的
に

進
め
ま
す
。

-
水
産
業
の
振
興

水
産
物
の
資
源
を
確
保
す
る
た
め
、

理
型
漁
業
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
豊
か
な
漁
場
作
り
の
た
め
、
漁

場
の
回
復
に
努
め
ま
す
。

資
源
管

-
商
工
業
の
振
興

商
工
業
は
、
低
利
融
資
制
度
な
ど
の
施
策
を

引
き
続
き
実
施
し
、
中
小
企
業
の
経
営
安
定
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
商

庖
街
等
が
行
う
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
独
自
の
製
品
開
発
や
製
品
の
高
付
加

価
値
化
を
図
り
、
地
場
産
業
の
振
興
に
努
め
ま

す
。
加
え
て
、
物
産
品
の
県
内
外
へ
の

P
R
・

販
路
拡
大
な
ど
物
産
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

-
労
働
対
策
の
充
実

す
べ
て
の
勤
労
者
が
健
康
で
快
適
に
就
労
で

き
る
環
境
情
つ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
勤
労

者
福
祉
の
充
実
や
能
力
開
発
の
促
進
を
行
い
ま

す
。

-
企
業
誘
致
の
推
進

「
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」
は
、
本
年
4
月、

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
幻
世
紀
の
ア
ジ
ア
を
リ

ー
ド
す
る
団
地
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
か
ら
公
園

・
道
路
等
の
周
辺

環
境
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

な
お
、
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
は
、
コ
マ
ツ

電
子
金
属
株
式
会
社
が
長
崎
工
場
内
に
次
世
代

ウ
エ
ハ

l
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
本
県
に
お
い
て
も
久
し
ぶ
り
の
大
型
投

資
と
な
り
、
元
気
で
勢
い
の
あ
る
本
市
の
地
域

経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
も
の
と
強
く
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
優
良
な
企
業
誘
致
に
全
力
を
傾
け

ま
す
。

-
観
光
の
振
興

観
光
の
振
興
は
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
や
歴

史
等
の
特
性
を
活
か
し
、
魅
力
あ
る
観
光
地
柄
つ

く
り
に
努
め
ま
す
。

野
岳
湖
周
辺
・
日
岳
山
・
琴
平
ス
カ
イ
パ
ー

ク
は
、
家
族
揃
っ
て
楽
し
め
る
施
設
と
し
て
、

整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

市
民
と
共

まっ
ちく
づる
く
り

-
市
民
参
加
、
女
性
行
政
の
推
進

市
民
の
皆
様
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市

政
懇
話
会
を
設
置
す
る
な
ど
政
策
形
成
過
程
へ

の
市
民
の
参
加
機
会
の
拡
充
を
し
ま
す
。

女
性
行
政
は
、
女
性
の
地
位
向
上
・
社
会
参

画
の
推
進
を
し
ま
す
。

さ
ら
に
新
年
度
は
、
「
大
村
市
女
性
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
開
催
、
女
性
行
政
行
動
計
画
の
策
定

等
を
計
画
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、
女
性
行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

-
効
果
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

「
大
村
市
新
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、

効
率
的
な
運
営
を
推
進
し
ま
す
。
情
報
公
開
に

向
け
た
「
文
書
の
効
率
的
な
管
理
・
検
索
シ
ス

テ
ム
」
の
導
入
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
電
算
化
を
図

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
が
容
易
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境

m

つ
く
り
に
努
め

ま
す
。

-
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
事
業

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
は
、
景
気
低
迷

の
中
、
売
上
額
、
入
場
者
と
も
激
減
し
、
厳
し

い
状
況
で
す
。
新
規
フ
ァ
ン
の
拡
大
・
特
別
競

走
の
開
催
・
場
間
場
外
の
発
売
日
数
を
拡
大
す

る
な
ど
、
フ
ァ
ン
ニ

l
ズ
に
沿
っ
た
発
売
を
推

進
し
ま
す
。
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'オフィス アルカデ、イア建設室の名称が

|企業立地課 |に変わり、商工部に属します市役所の

組織機構が一部変わります 企業立地諜の主な業務

-オフィス・アルカディア事業に関すること
.企業誘致に関すること
※オフィスパーク大村の造成工事が 4月に竣工し、
企業誘致が主な業務となるため名称が 『企業立地
課jに変ります。

福祉課の老人保健業務が

|保険年金課 |に移ります

保険年金課に移る業務

-老人医療の給付に関すること
※老人医療の給付部門と国保の窓口を 『保険年金諜』
に一元化します。

1
1こ、水資源対策室農村整備課' 耕地課の名称が |

の名称力'Iu易 水 道 課

企画調整課に |土地水政策係 |を新設しますE 
企菌調整課の新たな業務

-都市計画法による開発行為 ・用途地域の指定(都
市計画課から移行)

・環境保全条例による開発行為(環境保全課から移
行)

-租税特別措置法による優良宅地の認定事務(建築
課から移行)

・水資源の総合調整
※企画調整課、都市計画課、環境保全課、建築課に
分散していた土地開発などの窓口を 『企画調整課』
に一元化します。

|に変わります

※業務内容が分かりやすい名称に改めます。

一

wnμ一

一立
ロ
一

一産
一

一レム
一

一

守
ノ
.一

工
小
一

一ふ止・
一

一農
一

企
業
立
地
課

農
林
水
産
課

農
村
整
備
課

観
光
課

直工面白

商
工
課

回習靖司冒E

企
画
調
整
課

秘書室

廊下

L 同柿H
正
面
玄
関

中庭

-6-

申
請
事
務
の
押
印
を
廃
止
し
ま
す

ー

申
請
が
簡
単
に
な
り
、
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す

i

申
請
事
務
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
た
め
、
4
月
1
日
か
ら
公
の

施
設
の
使
用
申
請
を
主
と
し
て
押
印
を
廃
止
し
、
署
名
だ
け
の
申
請

で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

押
印
が
不
必
要
と
な
る
主
な
手
続
き
は
、
次
の
と
お
り
で
す

O
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用
許
可
申
請

O
都
市
公
園
施
設
(
野
球
場
、
庭
球
コ

l
ト
等
)
使
用
許
可
申
請

o
mメ
ー
ト
ル
プ
l
ル
、
勤
労
者
体
育
施
設
屋
内
プ
l
ル
専
用
使
用
許
可
申
請

。
視
聴
覚
教
材
等
利
用
、
公
民
館
所
有
器
材
借
用
申
請

O
市
立
学
校
使
用
許
可
申
請

O
市
民
体
育
館
、
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
市
民
会
館
使
用
許
可
申
請

O
野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
施
設
、
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
、
労
働
会
館
使
用
許
可
申
請

。
誕
生
記
念
品
、
心
身
障
害
者
結
婚
記
念
品
支
給
申
請

O
重
度
心
身
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付
、
ミ
ニ
フ
ァ
ッ
ク
ス
附
加
使
用
料

助
成
申
請

。
車
椅
子
貸
出
申
請

O
婦
人
ガ
ン
検
診
、
歯
周
疾
患
検
診
、
骨
粗
繋
検
診
、
日
帰
り
人
間
ド

ッ
ク
申
し
込
み

O
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
(
車
検
用
)
、
国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
証
明
書
交
付

申
請

。
土
地
改
良
原
材
料
支
給
申
請

128件の申請には

サインだけでOK



「オフィスパーク大村j

いよいよ分譲開始

「オフィスパーク大村」が、
譲を開始します。

この団地は、国の地方拠点法に基づき、事
務所や研究所などの産業業務施設の立地を進
め、地方への定住の中心となるような拠点都
市づくりを行うものです。

平成7年か5始まった造成工事も完成、 2
月には、現地視察会芯ども開催。企業誘致に
向け本格的に動き始めます。

4月完成し分

「オフィスパーク大村jの概要と主要設備

概要
所在地大村市雄ヶ原町

位置中心市街地から北東約 6km

規模全体 面積32.9ヘクタール

(分譲面積18.5ヘクタール)

市街地から車で約10分、大村湾を真近
に臨み、まわりは緑豊かな自然に恵ま

れている。

長崎空港や長崎自動車道大村インター

から至近距離にあ り産業業務施設とし

て、これからの企業をサポートする新

世紀タウンをめざしているO

主要設備
道路幹 線道路幅員12m

区画道路幅員9.25mを整備
公園 都市公園とエントラ ンスパークを配置

下水道 市公共下水道事業によ り整備

上水道 市簡易水道整備事業により給水

電力・電話 九州電力およびNTTによる供給

で、地区内は地下埋設

勢地
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道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
4
月
1

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

自
己
申
請
に
よ
る
免
許
の
取
り
消
し

自
分
自
身
が
身
体
機
能
の
低
下
を

自
覚
す
る
な
ど
に
よ
り
、
運
転
免
許

の
全
種
類
ま
た
は
、
一
部
を
失
効
さ

せ
た
い
と
要
望
す
る
場
合
、
免
許
の

取
り
消
し
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

免
許
の
取
り
消
し
期
間
の
延
長

運
転
免
許
の
取
り
消
し
な
ど
の
欠

格
期
間
が
最
長
で
、

3
年
か
ら
5
年

に
延
長
さ
れ
ま
す
。

速
度
違
反
、
過
労
運
転
を
し
た
車

両
の
使
用
者
に
対
す
る
指
示
お
よ

び
車
両
の
使
用
制
限

車
両
の
運
転
者
が
速
度
違
反
ま
た

は
過
労
運
転
を
し
た
場
合
、
公
安
委

員
会
は
そ
の
車
両
の
使
用
者
に
対
し

て
、
防
止
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置

を
取
る
よ
う
指
示
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
指
示
後
1
年
以
内
に

同
様
の
違
反
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合

は
、
そ
の
車
両
の
使
用
を
制
限
す
る

乙
と
が
で
き
ま
す
。

重
大
な
違
反
を
さ
せ
た
者
等
の
免

許
の
取
消
し

運
転
者
を
そ
そ
の
か
し
て
、
重
大

な
違
反
を
さ
せ
た
者
(
例
え
ば
、
暴

走
行
為
を
指
揮
し
た
暴
走
族
リ
ー
ダ

ー
)
ま
た
は
、
道
路
外
で
人
身
事
故

を
起
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
運
転
免

許
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
取
り

消
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
大
村
警
察
署
(
宮
@

0
1
1
0
)
 

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
!

平
成
日
年
度
市
民
交
通
傷
害
保
険

加
入
受
付
中

一
口
年
額

4
8
0
円

※

一
人
二
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す

受
付
場
所
市
役
所
安
全
対
策
課
ま
た
は
、
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
安
全
対
策
課
(
内
線
2
1
4
)
ま
た
は
、
各
出
張
所

掛
金

-7-
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平成10年4月 1日

表，;¥-
両査監

沖田禎男

河野正治

大村市監査委員

大村市監査委員
平成10年4月1日

水

道

部

。
工
事
概
要

坂
口
浄
水
場
増
設
お
よ
び
改
良
工
事
(
場
内

造
成
)

工
事
場
所

請
負
金
額

請
負
業
者

坂
口
町

2
0
0
、

8
5
0
千
円

小
村
・
清
水
建
設
工
事
共
同

企
業
体

平
成
8
年
9
月
羽
目
j

平
成
日
年
日
月
初
日

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

(
9
共
同
企
業
体
)

。
書
類
調
査
に
つ
い
て

関
係
書
類
の
整
備
状
態
は
非
常
に
良
好
で

あ
っ
た
。
提
示
さ
れ
た
書
類
を
検
分
し
、
疑

点
は
説
明
者
に
質
し
、
当
工
事
の
計
画
・
調

査
・
設
計
・
仕
様
・
積
算
・
契
約
・
施
工
管

理
・
品
質
管
理
・
監
督
等
の
各
レ
ベ
ル
に
お

け
る
技
術
的
事
項
の
実
施
態
様
を
吟
味
し
た

結
果
も
良
好
で
あ
り
、
総
体
的
に
高
い
水
準

で
の
成
果
を
示
し
て
い
た
。

工
事
監
督
日
誌
・
打
ち
合
わ
せ
記
録
簿
・

施
工
管
理
報
告
書
・
検
査
報
告
書
・
施
工
成

果
簿
・
試
験
成
績
書
等
の
一
示
す
各
種
成
果
は

総
体
的
に
良
好
で
あ
り
、
高
い
水
準
で
の
管

理
・
監
督
の
実
施
状
態
が
窺
わ
れ
た
。
ま
た
、

監
督
員
の
裁
量
範
囲
で
許
容
さ
れ
る
軽
微
な

設
計
変
更
が
き
め
細
か
く
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
適
切
で
あ
り
、
よ
り
良
い
成

果
を
得
て
い
る
も
の
と
思
料
さ
れ
、
高
く
評

価
で
き
た

0

0
留
意
が
望
ま
れ
る
指
摘
事
項

①
工
程
表
の
表
示
が
簡
単
な
パ
l
チ
ャ
ー
ト

方
式
に
よ
っ
て
い
た
が
、
多
数
の
工
種
が

重
な
り
合
う
当
工
事
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
方
式
に
よ
る
と
と
も
に
S
カ
l
ブ
や
バ

ナ
ナ
曲
線
を
併
記
し
た
よ
り
効
果
的
な
工

程
管
理
も
し
く
は
工
程
管
理
の
可
能
な
方

式
に
よ
る
方
が
望
ま
し
い
。

②
当
工
事
の
重
要
使
用
材
料
で
あ
る
レ
デ
ィ

!
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
設
計

工
事
期
間

入
札
方
法

監
査
と
は

市
民
の
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、

市
の
財
務
な
ど
に
関
す
る
事
務
が

正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
検
査
や

審
査
を
す
る
制
度
で
す
。
市
の
予

算

な

ど

の

財

務

事

務

に

つ

い

て

は
、
ま
ず
、
市
議
会
で
十
分
審
議

し
て
決
定
し
、
そ
れ
を
市
長
や
教

育
委
員
会
な
ど
が
執
行
し
ま
す
。

そ
の
際
、
事
業
に
使
わ
れ
る
市
民

皆
さ
ん
の
税
金
な
ど
の
公
金
が
、

法
律
や
規
則
に
違
反
し
な
い
よ
う

に
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
か
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
制
度
で
す
。
こ
の
チ

ェ
ッ
ク
を
行
う
の
が
監
査
委
員
で

す
。

監
査
の
対
象

工
事
監
査

農
林
水
産
部
耕
地
課
、
水
道
部
、

建
設
部
土
木
課

財
務
事
務
監
査

市
立
病
院
、
競
艇
事
業
部

監
査
の
期
間

工
事
監
査

1
月
日
日
お
よ
び

U
日

財
務
事
務
監
査

市
立
病
院

1
月
初
日
j

m
日

競
艇
事
業
部

1
月
mm
日
1
2
月
3
日

f 

報
告
書
中
に
、
通
常
添
付
さ
れ
る
べ
き
ア

ル
カ
リ
骨
材
反
応
に
対
す
る
品
質
保
証
の

パ
ッ
ク
デ
l
タ
が
欠
落
し
て
い
た
。
ア
ル

カ
リ
骨
材
反
応
に
関
す
る
品
質
保
証
は
非

常
に
重
要
な
チ

ェッ

ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
と
も
に
、
J
I
S
規
格
表
示
許
可
工
場

で
も
こ
の
チ

ェッ

ク
を
怠
る
事
例
が
間
々

あ
る
の
で
、
こ
の
点
へ
の
配
慮
が
望
ま
れ

る
。

③
工
事
写
真
は
、
必
要
な
箇
所
が
適
切
に
記

録
さ
れ
て
い
た
が
、
撮
影
時
点
が
明
示
さ

れ
て
い
な
い
点
が
惜
し
ま
れ
る
。
被
写
体

に
併
置
す
る
説
明
版
中
に
撮
影
年
月
日
欄

を
設
け
る
等
の
通
例
に
準
拠
し
た
効
果
的

な
写
真
管
理
を
実
施
す
る
よ
う
地
元
業
者

へ
の
適
切
な
指
導
が
期
待
さ
れ
る
。

。
現
場
施
工
状
況
調
査
に
つ
い
て

本
調
査
時
点
に
お
け
る
工
事
の
実
施
状
態

は
、
逆
T
型
擁
壁
工
・
重
力
式
擁
壁
工
・

U

型
側
溝
工
が
終
了
し
て
お
り
、

土
工
・
フ
ェ

ン
ス
工
が
引
き
続
き
進
行
中
で
あ
っ
た
。
目

視
の
限
り
、
設
計
図
書
な
ら
び
に
計
画
工
程

に
従
っ
て
順
調
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
施
工

の
出
来
栄
え
、
作
業
場
内
の
整
理
・
整
頓
、

安
全
管
理
の
実
施
状
態
等
に
も
そ
ん
し
ょ
く

は
見
当
た
ら
な
か

っ
た
。

。
改
善
が
望
ま
れ
る
指
摘
事
項

①
建
設
業
法
の
最
近
の
改
正
に
よ
る
特
定
建

設
業
者
で
あ
る
工
事
請
負
業
者
が
整
備
す

べ
き

「施
工
体
制
台
帳
」
が
欠
落
し
て
い

た
。
「施
工
体
制
台
帳
」
の
整
備
は
、
建

設
工
事
の
適
正
な
施
工
の
確
保
と
請
負
契

監
査
の
方
法

農
林
水
産
部
耕
地
課
、
水
道
部
、

建
設
部
土
木
課
に
お
い
て
は
、
平

成

9
年
度
の
工
事
業
務
に
つ
い
て

抽
出
し
た
工
事
の
技
術
調
査
を
、

船
大
阪
技
術
振
興
協
会
に
委
託
し

て
監
査
を
実
施
し
、
市
立
病
院
・

競
艇
事
業
部
に
お
い
て
は
、
平
成

9
年
度
(
平
成

9
年
日
月
末
現
在
)

に
お
け
る
財
務
に
関
す
る
事
務
の

執
行
状
況
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
提
出
を
求
め
た
資
料
お
よ
び
関

係
諸
帳
簿
等
を
審
査
し
必
要
に
応

じ
て
関
係
職
員
よ
り
事
情
を
聴
取

し
て
監
査
を
実
施
し
た
。

監
査
の
結
果

全
般
的
に
、
お
お
む
ね
適
正
に

処
理
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た

が
、
一
部
に
お
い
て
不
適
正
な
処

理
や
改
善
を
要
す
る
点
が
見
受
け

ら
れ
た
の
で
、
そ
の
状
況
を
記
載

す
る
。
な
お
、
事
務
処
理
の
細
部

に
つ
い
て
個
々
不
適
正
で
あ
っ
た

点
に
つ
い
て
は
、
講
評
の
際
、
口

頭
で
指
示
し
て
お
い
た
の
で
今
後

の
事
務
処
理
上
留
意
さ
れ
た
い
。

約
の
適
正
化
を
目
的
と
し
て
い
る
点
に
鑑

み
、
地
元
業
者
へ
の
適
切
な
指
導
が
望
ま

れ
る
。

②
建
設
業
法
の
改
正
に
よ
り
、
特
定
建
設
業

者
が
工
事
現
場
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「施
工
体
系
図
」
の

掲
示
が
不
実
施
に
な

っ
て
い
た
。

建
設
部
土
木
課

。
工
事
概
要

市
道
久
良
原
橋
線
橋
梁
整
備
工
事

(上
部
工
)

工
事
場
所
中
岳
町

請
負
金
額

7
8
、
2
2
5
千
円

請
負
業
者

側
大
島
造
船
所
長
崎
営
業
所

工
事
期
間
平
成
9
年
8
月
四
日
i

平
成
叩
年
3
月
初
日

入
札
方
法
指
名
競
争
入
札

(
6
業
者
)

O
書
類
調
査
に
つ
い
て

本
調
査
時
点
に
お
け
る
工
事
進
捗
率
は
約

日
%
程
度
で
、
工
事
製
作
工
の
み
が
ほ
ぼ
終

了
し
た
状
態
で
あ
っ
た
が
、
関
係
書
類
は
工

程
に
即
し
て
概
ね
良
好
に
整
備
さ
れ
て

い

た
。
提
示
さ
れ
た
書
類
を
検
分
し
、
疑
点
は

説
明
者
に
質
し
、
当
工
事
の
計
画
・
調
査
・

設
計
・

仕
様
・
積
算
・
契
約
・
施
工
管
理
・

品
質
管
理
・
監
督
等
の
各
レ
ベ
ル
に
お
け
る

技
術
的
事
項
の
実
施
態
様
を
吟
味
し
た
結
果

も
総
体
的
に
良
好
な
成
果
を
示
し
て
い
た

0

0
留
意
が
望
ま
れ
る
指
摘
事
項

①
橋
梁
鉄
骨
の
工
場
製
作
に
お
け
る
使
用
材

料

・
施
工
計
画
書
に
は、

T
C
B
の
ミ
ル

シ
l
ト
の
提
出
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
箇
所
の
メ

ッ
キ
付
着
量
試
験
成
績
書
の
提
出
が
明
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
類
が
未
提

出
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
遅
滞
な
く
提
出

さ
せ
て
、
そ
の
成
果
の
確
認
が
望
ま
れ
る
。

②
工
事
写
真
は
、

工
程
に
則
し
て
概
ね
適
切

に
記
録
さ
れ
て
い
た
が
、
撮
影
時
点
が
明

示
さ
れ
て
い
な
い
点
が
惜
し
ま
れ
る
。
被

写
体
に
併
置
す
る
説
明
版
中
に
撮
影
年
月

日
欄
を
設
け
る
等
の
通
例
に
準
拠
し
た
効

果
的
な
写
真
管
理
を
実
施
す
る
よ
う
、

業

農
林
水
産
部
耕
地
謀

。
工
事
概
要

鈴
田
土
地
区
汚
水
処
理
施
設
建
設
工
事

工
事
場
所
大
里
町

請
負
金
額

4
0
4
、
2
5
0
千
円

請
負
業
者
松
尾

・
双
葉
建
設
工
事
共
同

企
業
体

工
事
期
間
平
成
8
年
ロ
月
お
日
j

平
成

m年
2
月
お
日

入
札
方
法
条
件
付
き

一
般
競
争
入
札

(
加
共
同
企
業
体
)

。
書
類
調
査
に
つ
い
て

関
係
書
類
の
整
備
状
態
に

一
部
不
足
が
見

ら
れ
た
が
、
提
示
さ
れ
た
書
類
を
検
分
し
、

疑
点
は
説
明
者
に
質
し
、
当
工
事
の
計
画
・

調
査
・
設
計
・
仕
様
・
積
算
・
契
約
・
施
工

管
理
・
品
質
管
理
・
監
督
等
の
各
レ
ベ
ル
に

お
け
る
技
術
的
事
項
の
実
施
態
様
を
吟
味
し

た
結
果
は
、
概
し
て
良
好
に
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
と
思
料
さ
れ
た
。
特
に
施
工
計
画
・

品
質
管
理
・
施
工
管
理
に
関
し
て
は
、
そ
の

成
果
を
一
示
す
関
係
書
類
を
検
分
す
る
限
り
、

非
常
に
良
好
で
あ
り
高
く
評
価
で
き
た
。

。
留
意
が
望
ま
れ
る
指
摘
事
項

①
当
工
事
の
請
負
契
約
書
第
必
条
に
よ
れ

ば
、
工
事
請
負
業
者
(
乙
)
は
契
約
締
結

後
に
当
該
建
設
物
に
か
か
わ
る
火
災
保
険

証
券
を
発
注
者
(
甲
)
に
提
出
す
る
よ
う

に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
不
実
施

に
な
っ
て
い
た
。

②
使
用
さ
れ
た
鉄
筋
に
つ
い
て
、
ミ
ル
シ
ー

ト
(
品
質
規
格
証
明
書
)
が
提
出
さ
れ
て

い
る
と
同
時
に
公
的
機
関
に
よ
る
引
張
り

試
験
お
よ
び
曲
げ
試
験
の
成
績
表
も
提
出

さ
れ
て
い
た
。
通
常
は
、
ミ
ル
シ
l
ト
が

提
出
さ
れ
な
い
場
合
に
限
っ
て
公
的
機
関

に
よ
る
試
験
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
参
考

ま
で
に
付
記
す
る
。

( 

者
へ
の
適
切
な
指
導
が
期
待
さ
れ
る

0

0
現
場
施
工
状
況
調
査
に
つ
い
て

本
調
査
時
点
に
お
け
る
工
事
の
進
捗
状
態

は
、
橋
梁
鉄
骨
の
工
場
製
作
過
程
に
あ
る
た

め
、
工
事
現
場
に
お
け
る
施
工
状
態
は
、
既

済
の
下
部
工
と
の
取
り
合
い
箇
所
お
よ
び
仮

設
工
の
た
め
の
足
場
組
立
て
状
況
の
観
察
の

み
に
終
っ
た
。
い
ず
れ
も
目
視
の
限
り
指
摘

す
べ
き
問
題
点
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

市
立
病
焼

。
共
通
事
項

鉛
筆
書
き
に
よ
る
事
務
処
理
の
書
類
が
見

受
け
ら
れ
た
が
、
正
確
な
記
録
と
し
て
残
す

よ
う
な
事
務
処
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

。
契
約
事
務

①
修
繕
工
事
契
約
に
お
い
て
、
写
真
帳
に
撮

影
月
日
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。
効
果
的

な
写
真
管
理
を
実
施
す
る
よ
う
業
者
へ
の

適
切
な
指
導
が
望
ま
れ
る
。

②
委
託
契
約
に
お
い
て
、
公
金

(
公
衆
電
話

料
金
)
の
収
納
を
委
託
し
て
あ
る
が
、
地

方
公
営
企
業
法
施
行
令
第
お
条
の
4
で
規

定
さ
れ
て
い
る
告
示
行
為
が
未
実
施
で
あ

る
。
速
や
か
に
事
務
処
理
を
行
わ
れ
た
い
。

③
修
繕
工
事
契
約
に
お
い
て
、
見
積
書
で
契

約
で
き
る
も
の
に
請
書
を
徴
し
て
い
る
も

の、

発
注
者
名
の
記
入
洩
れ
、
年
月
日
の

記
入
洩
れ
の
書
類
が
散
見
さ
れ
た
。
適
正

な
事
務
処
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

未
収
金
に
つ
い
て

未
収
金
対
策
に
つ
い
て
は
、
戸
別
訪
問
等

実
施
さ
れ
鋭
意
努
力
さ
れ
て
い
る
が
、
未
収

金
台
帳
が
西
洋
紙
で
破
損
の
恐
れ
が
あ
る
。

台
帳
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

そ
の
他

①
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
保
守
管
理
に
つ
い
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
に
不
具
合
が
生
じ
て

い
る

(勘
定
元
帳
の
説
明
欄
の
印
字
が
出

③
工
事
写
真
は
、

一
応
整
備
さ
れ
て
い
た
が
、

撮
影
時
点
が
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

被
写
体
に
併
置
す
る
説
明
版
中
に
撮
影
年

月
日
欄
を
設
け
る
等
の
通
例
に
準
拠
し
た

効
果
的
な
写
真
管
理
を
実
施
す
る
よ
う
地

元
業
者
へ
の
適
切
な
指
導
が
期
待
さ
れ

る
。

。
現
場
施
工
状
況
調
査
に
つ
い
て

本
調
査
時
点
に
お
け
る
工
事
の
実
施
状
態

は
、
建
築
工
事
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
機
械
・
電

気
設
備
据
付
工
事
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
目

視
の
限
り
、
設
計
図
書
な
ら
び
に
計
画
工
程

に
従
っ
て
順
調
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
施
工

の
出
来
栄
え
、
作
業
上
の
整
理
整
頓
安
全
管

理
の
実
施
状
態
等
に
も
そ
ん
し
ょ
く
は
見
当

た
ら
な
か
っ
た
。

。
改
善
が
望
ま
れ
る
指
摘
事
項

①
建
設
業
法
の
改
正
に
よ
り
特
定
建
設
業
者

で
あ
る
工
事
請
負
業
者
が
整
備
す
べ
き

「
施
工
体
制
台
帳
」
が
欠
落
し
て
い
た
。

「施
工
体
制
台
帳
」
の
整
備
は
、
建
設
工

事
の
適
正
な
施
工
の
確
保
と
請
負
契
約
の

適
正
化
を
目
的
と
し
て
い
る
点
に
鑑
み
、

地
元
業
者
へ
の
適
切
な
指
導
が
望
ま
れ

る
。

②
建
設
業
法
の
改
正
に
よ
り
特
定
建
設
業
者

が
工
事
現
場
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

「施
工
体
系
図
」
は
作

成
さ
れ
て
は
い
た
が
、
狭
小
に
過
ぎ
、
工

事
現
場
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
げ
る
状
況

で
は
な
か
っ
た
。
適
法
に
実
施
す
る
よ
う

業
者
へ
の
適
切
な
指
導
が
望
ま
れ
る
。

③
建
築
工
事
の
施
工
者
が
工
事
現
場
の
見
や

す
い
場
所
に
表
示
す
べ
き

「建
築
確
認
申

請
済
」
の
表
示
が
欠
落
し
て
い
た
。
適
法

に
実
施
す
る
よ
う
業
者
へ
の
適
切
な
指
導

が
望
ま
れ
る
。
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力
さ
れ
て
い
な
い
)
。
保
守
委
託
業
者
へ

速
や
か
に
改
善
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
た

②
出
張
後
の
復
命
書
に
つ
い
て

医
師
、
看
護
婦
に
つ
い
て
は
復
命
書
が
な

い
も
の
が
散
見
さ
れ
た
。
大
村
市
処
務
規

則
第
必
条
に
よ
り
適
切
に
事
務
処
理
さ
れ

た
い
。

競
艇
事
業
部

。
共
通
事
項

①
鉛
筆
書
き
に
よ
る
事
務
処
理
の
書
類
が
見

受
け
ら
れ
た
。
正
確
な
書
類
と
し
て
残
す

よ
う
な
事
務
処
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
年
月
日
の
記
入
洩
れ
の
書
類
が
見
受
け
ら

れ
た
。
正
確
な
書
類
と
し
て
残
す
よ
う
な

事
務
処
理
に
努
め
ら
れ
た
い。

。
契
約
に
つ
い
て

①
工
事
請
負
契
約
関
係
書
類
に
お
い
て
、
建

設
業
退
職
金
掛
金
収
納
書
の
契
約
者
欄
が

未
記
入
の
も
の
、
施
工
期
間
の
未
記
入
の

も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。
適
正
な
事
務
処

理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②
物
品
供
給
契
約
に
お
い
て
、
検
査
調
書
が

な
い
も
の
、
検
査
調
書
に
立
会
者
の
押
印

の
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。
適
切
に

処
理
さ
れ
た
い
。

③
委
託
契
約
書
に
お
い
て
、
押
印
(
発
注
者
)

の
な
い
も
の
、
契
約
保
証
金
に
関
す
る
事

項
が
な
い
も
の
、
契
約
保
証
金
は
契
約
締

結
伺
で
免
除
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
履
行
保
証
保
険
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
も

の
が
見
受
け
ら
れ
た
。
適
切
に
処
理
さ
れ

た
い
。

④
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
、
工
事
写
真
帳

に
撮
影
年
月
日
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。

効
果
的
な
写
真
管
理
を
実
施
す
る
よ
う
業

者
へ
の
適
切
な
指
導
が
望
ま
れ
る
。

。
旅
費
の
精
算
戻
入
に
つ
い
て

旅
費
請
求
書
で
精
算
戻
入
さ
れ
て
い
る
も

の
が
あ
っ
た
。
戻
入
命
令
書
に
よ
り
一
戻
入
処

理
さ
れ
た
い
。
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CAMERASPOT 

2/⑪ 5人が一丸の疾走

第21回おおむら駅伝競走大会が2月11日、海上

自衛隊内道路で行われました。この日は、約150
チームが参加。1本のタスキを5人が一丸となって

つないでいました。

2/②おめでとう!竹IJ¥125周年

竹松小学校は創立125周年を迎えました。記念

式典では、児童代表が「元気な学校を作りたいJ
と述べ、甲斐田市長は「すばらしい伝統を持つ掌

校を誇りに思い仲良く遊び、学び、新しい伝統を

築いてほしいJと祝辞を述べました。

第16ロ青少年健全青成研究大会が2月28日、市

民会館で行われました。大会では、ミ子供会議など

が開かれ、いじめ問題などについて吾供たちが意

見を発表しました。

. ./、J川 市 -，，! ノ ~管定玄ご 珂 J7J.. /(lJf ・処アに~、

と、る 会議 ・ 少、5干の念Jl.~.j長会

寸子

し?
の妥

/e [やさしいのj
f思いやりののJを

f 

2/.健康づくりに

おおむら軽スポーツ大会が2月22日、桜が原中掌校な

どで行われました。インディア力には男女16チーム、ソ

フトバレーボールには41チームが参加。わきあいあいの

中で熱戦がくりひろげられました。

3/8ひなまつり

本町保育所で3月3日、 「ひなまつりjが聞

かれました。園児たちが作ったひな人形を

飾り、歌や踊りで楽しみました。

2/.じようずにできたよ!

第15回仲良し保育園音楽祭が2月22白、市民

会館で行われました。音楽祭では、各園とも趣

向をこらした楽器演奏、踊り、散などで観衆を

楽しませていました。

3/8 
の
ん
び
り
歩

つ
よ

第
お
ロ
オ
リ
工
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大

会
が

3
月
8
目
、
東
大
村
1
丁
目
周

辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
っ
す

供
た
ち
は
、
地
図
と
コ
ン
パ
ス
で
目

的
を
探
し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

て
い
ま
し
た
。

3/8もらった一本!

第25回大村市防火少年剣道

大会が3月1日、市民体育館で

行われました。大会には、市

内の剣士約400人が参加。個

人戦や団体戦に火花を散らし

ていました。
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3/8それ弓IIt!それ引け!

第9固董瀬地区綱引き大会が3月1目、萱

瀬中体育館で行われました。大会は、町内

対戦で行われ、一本のロープを我町内へと

懸命に引いていました。

3/8たのしくおどれました

なかちく公民館まつりの舞台発表が3月8日行

われました。発表会では、民踊、レクダンス、

健康体操、日舞などが披露され、会場は一日中

にぎわっていました。

2/.おいしい fいちごJいかが?

大村の特産岳の一つ [いちごjの販売促進のため、

甲斐田市長、 JA松原・ 梶原組合長、ミス大村らは、 2

月19日、岡山市を訪れ、卸売市場やデパートなどで試

食会を開催。「大村のおいしいいちごを食べてjとPR

を行いました。
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イ jレ
大切

る て

事J出まもν九一郷」二能引な五ょ

1 iこ
ア ン 大ヱヱ 人

大で4 2スス
金大村出身

トよ
カ さ 気

ベカント3E売てP 黒丸踊を

血奮1 や
ベイン村大ゃ

経

ルのボl央よ中る
を

興奮
すで と ナ

車奉踊内
ケ

行 き ン す の 岳
p の た ノt 美とz毛， -子

ス 陸 :ノ ス シ コノ コノ

大空A叩Jグ弓シドホ雨農協大A Z f 

ス 海 ";/ 

支E保不山云り雨字 黒1刀回品T L 、

ユ/

奉雪三ちξ松原八 村商大
ZスrI J寛ま場睦力章吏L 語主
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望諜室多良
:ノ

ず毒技場
ポ l

堕翠課企 ハツ卜l 
干1 上衛隊自

康健?諜り ハトl ツ
1¥ 

指霊y三Jツ卜、 1¥ 1¥ 1¥ 

側廿吊振大j おおむツ卜
(大廿i振興お附 おおむらツト 胸大話振廿 おおむツ卜

( 社書
工

振夢朝問Y喝ト ，~ 振興課、ソ周

⑬骨会議所 興振課線内1 善らお お ( 民館内 ( お お

丙線 か 丙線 おむ 丙線おむ
fi 館

丙線 辺
雪霊i宝柊T ん

をま お

線内 丙線 おむ?ぉ
守安?三ヨr主養き 4 

6瓦3 む

3 興 ら 3 ら 2 ':> O よ 3 
興宇公土ら

2 2 f1t ':> 2 1 ':> 
6 公 6 2 公 O び 6 2 2 4 4 
6 ネ土 6 O 本土 9 6 7 2 6 2 2 O 
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① 公園内で飲食した後の片づけ、コ‘ミなどは必す‘持ち帰ってください。

② 原則として公園内での火気の使用を禁止します。

③ 公園内の花木などを折ったり持ち帰ったりしないでください。

④ 花見の際は、場所取りなど原則として禁止します。

木村2国など

これから野も山もすべて春景色となり、

花のまち大村も桜-つつじ・あじさい-花

菖蒲などが咲く季節となります。春光う

ららかな目、みなさんもぜひお出かけく

ださい。

来園をお待ちしています。

その際、l必ず次の事を守ってください。

夏越まつ り

※なお、会社・クラブなど団体で利用される方は、許可申請書を市都市計画課公園緑地係へ届けてください。

13 

【 みなさん面云菌です。いつもきれいで清々しい気持ちで利用できるようと協力ください。 】



随想リレー ① l

急

春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
つ

い
う
か
れ
、
だ
し
た
く
な
る
今
日

こ
の
ご
ろ
、
み
な
さ
ん
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

花
粉
真
っ
た
だ
中
で
、
目
は

か
ゆ
く
、
鼻
を
グ
ズ
グ
ス
い
わ

せ
な
が
ら
、
が
ん
ば

っ
て

い
る

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

こ
の

ぺ
l
ジ
は
、
今
春
か
ら

新
し
く
始
ま
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
創
る
「
市

民
随
想
リ
レ

l
」
と
各
課
か
ら

出
す
「
市
役
所
随
想
リ
レ

l
」

私の第三の人生とは?

富の原 2丁目

小玉佳代子さん

の
2
つ
で
す
。

市
役
所
に
対
す
る
思
い
、
市

民
に
対
す
る
思
い
、
あ
る
い
は

自
分
の
趣
昧
の
こ
と
か
ら
人
生

の
こ
と
ま
で
、
普
段
思
っ
て
い

る
こ
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
な

ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
書
い
て

も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

で
は
さ

っ
そ
く
秘
書
広
報
課

から・・・
。

広
報
紙
づ
く
り
の
職
員
は
、

ど
う
し
た
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

も

っ
と
読
ん
で
い
た
だ
け
る
か
、

そ
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
面
白
い
ア
イ

デ
ア
も
な
く
、
頭
を
悩
ま
し
胃

が
痛
い
日
も
結
構
多
い
の
で
す
。

そ
ん
な
中
、
取
材

に
行

っ
て

H

に
っ
こ
り
N

笑
っ
て
い
た
だ
く

と
、
疲
れ
も
吹
き
飛
び
、
シ
ク

シ
ク
と
痛
む
胃
も
喜
び
の
雄
叫

び
を
あ
げ
て
く
れ
る
の
で
す
。

グ
l
、
グ
!
と
。
そ
の
笑
顔
を

カ
メ
ラ
に
お
さ
め
た
ら
、
さ
あ

大
変
1

あ
な
た
の
顔
が
表
紙
を

飾
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
ん
で
す
。

あ
な
た
の

一
番
の
笑
顔
を
い

つ
も
た
や
さ
ず
に
お
い
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
町
で
出
会
っ
た

時
は
、
す
ば
や
く
そ
の
笑
顔
を

カ
メ
ラ
に
向
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
を
求
め
て
町

に
飛
び
出
し
ま
す
。
笑
顔
は
、

最
高
の
胃
薬
な
の
で
す
。

今年40歳になり、今後の生き方を私自身で
第三の人生と思っています 。 その第三の人生
の目標を、自分のできる身近なところで決め
てみました 。

一つ目 『人の役に立ちたい j0 40年の聞に
たくさんの方にお世話になって生きてきまし
た。 こんな私でも 、人の役に立つ事ができれ
ば、、 幸せだと思います 。 そのためには、前か

ら興昧があった手話を勉強し 、ボランティア

活動に参加したいと考えています 。 また私の
死後には、臓器を提供できるように 、登録も

したいと思っています O

二つ目 『スポーツで心身共に健康でありた
い』。母親は、健康でなければ、、 家族に迷惑

がかかります。体を動かす事が大好きなので 、
今、バドミントンとソフトバレーに参加して
います 。 スポーツも楽しいのですが、それ以

上にメンバーとの交流が楽しく、ストレス発
散に大いに役だっています 。今後も心身共に
無理せず 、がんば、りたいと思います。

大村に念願のマイホームを建てて 5年にな
ります 。仕事で忙しい主人と元気いっぱいの
三人の子供に固まれ、毎日幸せに暮らしてい
ます 。今後は、今以上に充実した第三の人生

を送りたいと思います。

んえ
」

ロ
員
一
フ

流

イ

投

べ

四

川

市

『

t
J

A
S
桔

オ

対

ルゲ

こ
の
冬
、
私
は
ア
メ
リ
カ
で
休
暇
を

過
ご
し
、
日
本
に
戻
る
時
、

-

魅
力
的
な
ア
ジ
ア
人
の
女

-
'h

性
が
隣
に
座
り
ま
し
た
。

-

I
H

す
ぐ
に
私
は
、

「も
し
彼
女

-
↑
h
H

が
英
語
の
話
せ
な
い
人
な

-
ァ
札
肌

ら、

H
時
間
無
言
の
旅
に

一

A

な
っ
て
し
ま
う
」
と
思
い

-

}

ま
し
た
。

園

〆
t

し
か
し
彼
女
は
、
ア
メ

一

D

リ
カ
で
英
語
の
勉
強
を
し

-

v
}

て
い
た
韓
国
の
女
性
だ
っ

園

川
れ

た
の
で
何
の
問
題
も
あ
り

-
'u

ま
せ
ん
で
し
た
。

園

漕

m

彼
女
は
、
外
国
で
暮
ら

で

R

し
た
自
分
の
経
験
を
話
し

目

。

て
く
れ
ま
し
た
。
韓
国
で

一

F

の
仕
事
を
や
め
て
、
英
語

-

f

の
勉
強
の
た
め
渡
米
し
ま

-
九

出

し
た
。
そ
う
決
め
る
ま
で

-

J

に
、
様
々
な
不
安
が
胸
を

圃

よ
ぎ

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
今
、
帰

国
す
る
に
あ
た
り
、

幸
せ
と
寂
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

信
じ
難
い
よ
う
な
援
助
を
受
け
、
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
報
い

る
術
が
な
い
と
い
う
の
で
す
。

彼
女
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
私
は
、

自
分
の
経
験
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
彼

女
と
同
様
に
来
日
前
は
、
多
く
の
不
安

が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
の
体
験
は
、

多
く
の
乙
と
を
学
び
、
人
々
か
ら
受
け

た
援
助
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
言
う
「
恩

は
、
生
涯
を
か
け
て
返
せ
」
と
言
う
ぐ

ら
い
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
し
た
。

私
は
、
日
本
で
は
外
国
人
で
す
が
、

私
に
何
か
あ
れ
ば
、
だ
れ
か
が
助
け
て

圃
く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

四

ア
メ
リ
カ
へ
旅
立
つ
と
き
、

国

タ
ク
シ
ー
が
必
要
だ
っ
た
の
で
、

国

こ
れ
ま
で
言
葉
の
障
害
か
ら
ほ

聞
と
ん
ど
話
し
た
こ
と
の
な
か

っ

;

闇
た
お
隣
さ
ん
に
、
タ
ク
シ
ー
を

J
四
呼
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
事
前
に

こ

-
頼
ん
で
お
き
ま
し
た
。
す
る
と

る

-
彼
女
は
、
自
分
の
車
で
送
っ
て

}.

聞
く
れ
、
そ
の
う
え
私
が
車
か
ら

え

-
降
り
る
時
に
、
温
か
く
お
い
し

伝

-
そ
う
な
手
作
り
の
弁
当
ま
で
差

を

-

し
出
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

梅

田

ま
た
、
ロ
ス
・
ア
ン
ジ
ェ
ル

、4

m
ス
に
つ
い
た
後
、
パ
ス
に
乗
る

四
時
、
前
の
人
に
パ
ス
代
が
い
く

-
ら
か
を
尋
ね
ま
し
た
。
彼
は
、

-
私
が
小
銭
を
持
っ
て
い
な
い
こ

-
と
に
気
付
く
と
、
パ
ス
の
プ
リ

圃
ペ
イ
ド
カ
l
ド
を
く
れ
ま
し
た
。

好
意
に
報
い
る
の
は
難
し
く
、
感
謝

を
ど
の
よ
う
に
表
わ
し
た
ら
よ
い
の
か

思
い
悩
む
時
、
前
に
言
っ
た
「
恩
は
、

生
涯
を
か
け
て
、
い
つ
の
日
か
、

誰
か

に
返
す
も
の
だ
」
と
い
う
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
言
葉
以
外
思
い
つ
き
ま
せ
ん
。
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平成9年12月、京都。
世界各国が集まって、 『地採温暖化防止京都会議』が行われ
ました。 ζの会議は、人類史上最大の危機 『地球温暖化』へ
の取り組みを決めるものでした。
では、 『地球温暖化』はどのようにして起るのでしょう O

やさしい環境講座 目

一 地球温暖化① -目

。温閉じのメカニズム

二酸化炭素 CC02)、メタン、フロンなどには、太陽からの熱を地球

に閉じ込めてしまう作用があり、 「温室効果ガスJと呼ばれています。

これらは、人聞の活動が活発になるにつれ、大気中に大量に放出され

ています。その結果、と、んなことが起っているのでしょう。

@地疎全体の平均気温が急激に上昇!

驚くべきことに、過去 100年間で0 . 3~0.6 0C も上昇。

あの氷河期の地球でさえ、現在より3~6 0C低いだけでした。

。海面が上昇?

雪解け、という言葉があります。奮の訪れとともに

長い冬が終りを告げ、地表を覆っていた雪や氷が溶け

はじめる、のどかな風景。これが地球規模で起るとど

うなるでしょう。地球がポ力ポ力あたたかくなる。す

ると、いままで万年雪を頂いていた山から水が流れ出

てきます。凍ったままた、った氷河も次第に普通の川に

なっていきます。おまけに、巨大な南極大陸の氷も溶

け出す騒ぎ。

この想像を絶する大量の水は、やがて海を満たし、

全海域の海面をじわり、じわりと押し上げます。する

とどうなる?膨大な土地が水没してしまうのです。あ

る国際機関の試算によると、約50cmの海面上昇で

4 ， 600~9 ， 200万人に影響が出るだろうと予測されて

います。

@動物や植物が絶滅する?

気温の急激な変化は、ま 己手設工
た急激な気象の変化をもた を明
らします。洪水などの自然 一 /寸 、

災害の多発や反対に砂漠 ぽi?5!~j 1 
化が急進する地域も出そう いcへeメパt沿っ:
です。なにより多くの動植 捻暗転手♂日平和 r

物は、あまりにも速すぎる変動に適応できず、

死滅していくおそれが大きいのです。

これから私たちは、 「温室効果ガスJ
の排出を減5していく暮5しを
実践する必要があるのです。

福祉

長
崎
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
全
面
施
行

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
を
含
む
全

て
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
意
思
で

自
由
に
行
動
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
バ
リ
ア

フ
リ
l
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
制
定

し
た
「
長
崎
県
福
祉
の
ま
ち
"
つ
く
り
条

例
」
が
、
来
る
4
月
1
日
か
ら
全
面
施

行
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
不
特
定
多
数
の
方
の

生
活
に
身
近
な
建
築
物
、
道
路
、
公
園

等
の
施
設
(
特
定
生
活
関
連
施
設
)
の

新
築
・
増
築
に
あ
っ
て
は
、
条
例
で
定

め
る
バ
リ
ア
フ
リ
l
の
施
設
整
備
の
基

準
(
整
備
基
準
)
を
遵
守
す
る
義
務
が

生
じ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
た
め
、
事

前
の
届
出
な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
県
福
祉
保
健
部
福
祉
の

ま
ち
"つ
く
り
推
進
室
(
包

0
9
5
i

8
2
4
1
3
3
8
)
ま
た
は
市
福

祉
課
(
内
線
1
5
7
)

障
害
児
・
者
お
よ
び
家
族
の
総
合
窓
口

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ラ
フ
」

在
宅
障
害
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
地

域
に
対
す
る
こ

l
ズ
が
多
様
化
す
る
な

か
、
障
害
を
有
す
る
方
々
が
地
域
の
中

で
で
き
る
だ
け
自
立
し
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

ス
タ
ー
ト

内
容
は
、
各
種
相
談
、
介
護
用
品
の

リ
サ
イ
ク
ル
、
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
、
レ
ス
パ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス
(
一
時
休

息
)
、
自
立
生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
で

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ラ
フ
」
(
包
②
9
9
7
4
)
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年
金

月
か
う

震

が
刀k
::sl. 

わ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
引
上
げ
は
、
増

加
す
る
将
来
の
年
金
受
給
者
や
物
価
上

昇
を
考
慮
し
、
年
金
財
政
の
収
支
バ
ラ

ン
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
ま
す
ま
す

伸
び
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
制
度
は
、

老
後
の
生
活
を
安
心
し
て
過
ご
す
た
め

に
世
代
と
世
代
が
お
互
い
協
力
し
て
支

え
合
う
制
度
で
す
。
み
ん
な
が
少
し
で

も
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う、

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
料
は、

前
納
制
度
を
利
用
す
る

と
割
引
が
あ
り
、
毎
月
納
め
る
手
間
が

か
か
り
ま
せ
ん
。
1
年
前
納
を
さ
れ
る

場
合
は
、
納
付
書
の
2
枚
目
を
、
半
年

前
納
を
さ
れ
る
場
合
、

上
半
期
分
は
3

枚
目

(4
月
末
ま
で
に
納
付
)
を
、

下

半
期
分
は
4
枚
目

(日
月
1
日
j
初
日

ま
で
に
納
付
)
を
利
用
し
て
納
め
て
く

だ
さ
い
。

有
利
な
一
哨

半
年
前
:

制
度
を
ー

で
き
ま
す

定
額
保
険
料
・:
1
万

3
、
3
0
0
円

付
加
保
険
料
・:
1
万
3
、

7
0
0
円

定額保険料 付加保険料

月払い 159，600円 164，400円

1年前納 前納額 155，750円 160，430円

割ヲ|額 3，850円 3，970円

月払い 79，800円 82，200円

半年前納 前納額 78，920円 81，290円

割引額 880円 910円
※1年前納と半年前納の割引額は異なります。

無料宿泊招待券(ペア)が

あたるよ

老齢福祉年金受給者

のみなさん

国民年金の保険料の前納制度を利用するか口座

振替で完納された方の中から抽選で、県内の社会

保険福祉施設にペアで宿泊招待します。

対象 口座か前納で保険料を完納した人(平成 9

年度に口座か前納で完納した人も対象となります)

申込方法 年金係に備え付けの用紙で申し込んで

ください。

申込・抽選 毎年度 6月から翌年 5月までに申込

があったものについて、 6月に県国民年金課で抽

選し、直接当選者に通知します。

なお、招待者数および招待施設については、内

容を充実するため県国民年金課で検討中です。

問い合わせ 県国民年金課(宮095-825-3135)

または市保険年金課(内線113)

4月期の年金は、 4月13日(月)から郵便局で受給できま

す。年金を受け取ったらすぐに年金証書 (緑の手帳)を

送付している返信用封筒で年金係ヘ提出してください。

提出期限 4 月 13 日 (月 )~30 日 (木)

※平成 9年8月から平成10年 7月までの 1年間全額支給

停止になっている方の次回の提出は8月です。

J、

第
什
回
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

特
選
町
田
欣
也
さ
ん
(
古
町
二
丁
目
)
の
作
品
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税
確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
う

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
計

算
誤
り
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
た
り
、
う
っ
か
り
し

て
確
定
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て
い
る

方
は
い
ま
せ
ん
か
。

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
場
合

更
正
の
請
求
を
し
て
、
正
し
い
税
額

に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期
限

は
、
翌
年
の
確
定
申
告
期
限
ま
で
で
す
。

税
額
を
少
な
く
申
止
ロ
し
て
い
た
場
合

修
正
申
告
を
し
て
、
正
し
い
金
額
に

修
正
し
て
く
だ
さ
い
。
自
主
的
に
修
正

申
告
を
し
た
と
き
は
、
過
少
申
告
加
算

税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
延
滞

税
は
か
か
り
ま
す
。
な
る
べ
く
早
く
申

告
と
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

た
だ
ち
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
期

限
後
、
自
主
的
に
申
告
し
た
時
は
、
無

申
告
加
算
税
は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
延
滞
税
は
か
か
り
ま
す
。
な
る
べ

く
早
く
申
告
と
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

3
7
0
)
 

諌
早
税
務
署
(
宮
②
1



平
成
同
年
度

市
税
納
付
月
の
お
知
5
せ

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税

は
、
い
ろ
い
ろ
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
の
も
っ
と
も
重
要
な
財
源
で

す
。
平
成
日
年
度
は
、
次
表
第
1
期
の

納
付
月
の
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
、
お
近

く
の
金
融
機
関
か
出
張
所
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。
納
税
は
、
便
利
な
口
座
振
替

の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
9
年
度
以
前
の
市
税
を

ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
5
)

※ ( )内は納付期限

税目 1 期 2 期 3 期 4 期

固定資産税 4月 7月 10月 12月
都市計画税 (4月30日) (7月31日) ( 11月2日) ( 12月28日)

市 ・県民税
4月 8月 11月 1月

(6月30日) (8月31日) ( 11月30日) (2月1日)

軽自動車税
5月

----------ー --------
(6月1日)

市税の納付期限

健康

総
t:J 

健
康

査
実
施
中

対
象

的
制
歳
以
上
の
人
(
職
場
等
で
受

診
で
き
る
人
お
よ
び
妊
婦
を
除
き
ま

す
)

内
容

基
本
健
康
診
査

(問
診
、
血
圧
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、

心
電
図
な
ど
て
胃
が
ん
検
診

(
胃
部

エ
ッ
ク
ス
線
)
、
肺
が
ん
検
診
(
胸
部

エ
ッ
ク
ス
線
)
、
大
腸
が
ん
検
診

(
2

日
間
採
便
し
た
便
を
検
査
す
る
)

負
担
金

1
、
0
0
0
円
(
老
人
医
療

受
給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活

保
護
受
給
者
、
利
用
券
提
出
者
は
無
料

で
す
)

実
施
医
療
機
関

お
お
つ
か
内
科
医
院
、
岡
内
科
医
院
、

川
本
内
科
医
院
、
近
藤
医
院
、
さ
く
ら

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
津
田
胃
腸
科
内
科
医
院
、

小
児
科
内
科
し
げ
の
、
早
田
内
科
医
院、

田
崎
医
院
、
寺
井
医
院
、
と
も
な
が
内

科
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
中
国
外
科
胃
腸
科
、

中
村
医
院
、
長
崎
医
院
、
野
口
内
科
こ

ど
も
医
院
、
原
外
科
内
科
旺
門
科
医
院
、

フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
牧
山
内

科
外
科
医
院
、
松
井
医
院
、
南
野
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
南
野
内
科
診
療
所
、
み
ね
内

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
む
た
ク
リ
ニ

ッ
ク、

山
下
外
科
医
院
、
山
道
医
院
、
与
那
城

医
院
、
吉
田
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク

受
け
方

電
話
で
予
約
し
た
の
ち
、

直

接
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課

(
内
線
1
4
1
)

婦
人
が
ん
(
子
宮
が
ん

検

診

実

施

中

!

対
象

却
歳
以
上
の
女
性
(
職
場
等
で

定
期
的
に
検
診
を
受
け
ら
れ
る
人
お
よ

び
妊
婦
を
除
き
ま
す
)

負
担
金

子
宮
頚
が
ん
検
診
1
、
0
0

0
円

子
宮
頚
+
体
が
ん
検
診
1
、
7

0
0
円
乳
が
ん
検
診
4
0
0
円
(
老

人
医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、

生
活
保
護
受
給
者
、
利
用
券
提
出
者
は

無
料
で
す
)

実
施
医
療
機
関

ウ
ー
マ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
ナ
ガ
ノ
、
大

村
中
央
産
婦
人
科
、
お
び
産
婦
人
科
医

• 
乳
が
ん
)

院
、
後
藤
産
婦
人
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
医
院
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク

し
げ
ま
つ

受
け
方

直
接
医
療
機
関
で
診
療
時
間

内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課

(
内
線
1
4
1
)

健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

日

帰

り

人

間

ド

ッ

ク

受

付

申

!

対
象

必
歳
以
上
の
大
村
市
民
(
職
場

等
で
受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内
容

問
診
、
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
肝
機
能
、

腎
機
能
、
心
電
図
、
腹

部
エ
コ

l
、
胸
部
エ

ッ
ク
ス
線
検
査
、

胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
便
潜
血
検
査

な
ど

受
診
料

2
3
、
0
0
0
円

実
施
場
所

大
村
市
立
病
院

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

こ
れ
を
機
会
に
年
一
回
、
定
期
的
に

受
拾
す
る
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
っ

予防ガ大切

な九じゃな!
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ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
ワ
ク
チ
ン
の

投
与
を
行
い
ま
す

対
象

・
生
後
3
か
月
か
ら
卯
か
月
未
満
児
で

ま
だ
受
け
た
こ
と
が
な
い
乳
幼
児

・
2
回
目
の
投
与
を
受
け
て
い
な
い
乳

幼
児

料
金

無
料

時
間

午
後
2
時
j

3
時

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
乳
幼
児

(次

の
状
態
の
時
は
、
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
)

・
熱
が
あ
る

・
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る

・
予
防
接
種
に
よ
っ
て
強
い
ア
レ
ル
ギ

ー
反
応
を
お
こ
し
た
こ
と
が
あ
る

-
現
在
下
痢
を
し
て
い
る

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
等
)
接
種
後
4

週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(三
種
混

合
等
)
按
摩
後
1
週
間
を
経
過
し
て
い

ま
い
時

そ
の
他
注
意
事
項

・
母
子
健
康
子
惇
乞
お
持
ち
く
だ
さ
い

0

・
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
お
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
意

見
書
な
ど
主
治
医
の
許
可
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ

4
1
)
 

健
康
増
進
課
(
内
線
1

実施場所 接種目

市役所大会議室
4月7日(火)

萱 瀬 出張所

西大村コミ セン

= 浦 出張所 4月8日(水)

鈴 田出張所

竹 松 出張所

4月9日(木)

福 重 出 張所

中地 区公民館

4月10日(金)

松 原出張所

ポリオ投与日程表

4月7日は世界保健デーです
母になる特別な時を健やかに

-妊産婦死亡ゼロをめざして-

日本での妊産婦の死亡は昭和の時代までかなり高い率で、平成7年は

出生10万人に対し6.9人と減少してはいますが、まだまだ先進国の中では

高いといえます。

主な原因は妊娠中毒症や子かん出血などですが、妊産婦死亡原因は予

測できないものが多いため、 定期的な検診を必ず受けるようにしましょう。

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の

栄
養
補
給
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
す
か

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
強
化

の
た
め
栄
養
食
品
を
援
助
し
ま
す
。

対
象

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯

.
市
民
税
非
課
税
世
帯

・
所
得
税
非
課
税
世
帯

受
給
期
間

・
お
母
さ
ん
:
・
妊
娠
5
か
月
か
ら
産

後
3
か
月

・
赤
ち
ゃ
ん
・
:
生
後
4
か
月
か
ら
生

後
ロ
か
月
で
医
師
に
よ
り
栄
養
強

化
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
認
め
ら

れ
た
乳
児

申
請
に
必
要
な
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
1
)

三種混合

麻しん

風しん

予防接種実施申!!

お子様の体調の良いときに受け

られるよう、年間を通じて無料で

実施しています。

詳しくは、 「健康のしおりと国

民健康保険」をご覧ください。
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支
給
さ
れ
る
食
品

お母さん 赤ちゃん

口ロ口
牛乳 ママミルク 粉ミルク

目

数量 1日1本 ※2-3缶/月 1缶/月

額負担 無料
若干、個人 若干、個人

負担があります 負担があり ます

※
種
類
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。



5月12日は、ナイチンゲールの誕生日を記念

して「看護の日」が制定されています。

国立長崎中央病院では、との日にちなんで5月

16日に種々のイベン卜を企画しています。

皆さまお誘い合わせの上是非お越しください。

5
月
日
日
出
、

午
前
日
時
j
午
後
5
時

場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院

(
外
来
ホ
l
ル、

2
階
会
議
室
)

内
容-

介
護
教
室
(実
技
と
ビ
デ
オ
放
映
)

・
高
校
生
の
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

-
救
急
蘇
生
の
実
演
(
救
急
救
命
士
)

・
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

問
い
合
わ
せ

国
立
長
崎
中
央
病
院
看
護
部
長
室

包
②
3
1
2
1
(
内
線
2
0
7
)

犬の登録と狂犬病の予防注射を忘れずに11
犬の飼い主は、犬を飼い始めて(生後90日以内の犬を飼い始めた場合は、生後90日を経過した日)か

ら30日以内に、市に登録を申請し、狂犬病の予防注射を毎年1回受けさせる義務があります己
平成10年度は、下記の日程で各地区を巡回しますので、登録および予防注射がまだ済んでいない犬の

飼p主の方は必ず済ませてくださ p。また、登録していた犬の死亡・住所変更などの届け出も必要です。
なお、植松公民館への巡回は、植松第2公園に変更になりました。

①おつりがないようにお願いします。
②犬はしっかり固定できる人がつれてきてください。
③人に危害を加えるおそれがある犬は、必ず口輪をかけてくださし~

問い合わせ 環境保全課(内線142・144)

3，000円

550円

2，300円

登録手数料

注射済票交付手数料

注射代金

月 日 時 間 実施場所 月 日 時 間 実施場所

4月13日
9 : 30-12 : 00 

市市後f役木空所所場公民館 (旭が丘コミセン)

9 : 30-12 : 00 

桜竹大堺松村町馬農公場出張業民1丁所改館目良公普民及館所
13 : 00-14 : 00 4月20日 13 : 20-13 : 50 

(月) 14 : 20-15 : 20 (月) 14 : 15-14 : 35 
15 : 00-15 : 40 

9 : 30-9 : 45 
9 : 55-10 : 25 9 : 30-10 : 30 

野東松武黒松光原情丸山岳湖寺路公町出張バ公公民公民所民館民ス館館停館
4月14日 10 : 40-11 : 00 10 : 45-11 : 00 

(火) 11 : 10-11 : 25 4月21日 11 : 15-11 : 50 
11 : 40-11 : 50 (火) 13 : 20-13 : 40 
13 : 20-14 : 10 14 : 05-14 : 35 
14 : 30-15 : 20 14 : 55-15 : 20 

9 : 30-10 : 10 

椎松本中上久池尾言地|原公公公区公民民民公民民館館館館館

10 : 00-10 : 15 

黒萱久地南宮農木瀬願川代良協バス停建民所氏館支
4月15日 10 : 25-10 : 40 10 : 25-10 : 40 ダム 設館記念会館

(水)
11 : 00-11 : 10 4月22日 10 : 50-11 : 05 

原公萱出内張瀬公公民 館所(菅無回集落センター)

11 : 30-11 : 50 (水) 11 : 20-11 : 50 
13 : 30-15 : 30 13 : 20-13 : 30 

14 : 00-14 : 25 
9 : 30-10 : 00 

福寿宵富立寓重福小ののd原原公寺路出民張2町公l丁l館所バ民H目館ス児公停民童体館育館

14 : 40-15 : 20 
10 : 15-10 : 55 

4月16日 11 : 10-11 : 30 
4月23日

9 : 30-10 : 30 
赤事佐民民会会占公館館民臨臨館時時駐駐車車場場(木) 13 : 20-13 : 50 11 : 00-12 : 0。

14 : 10-14 : 55 (木) 13 : 00-15 : 30 
15 : 20-16 : 00 

9 : 30-12 : 00 
市市役民所会館臨時駐車場10 : 00-10 : 20 

微上池前植諏松出土神訪村常1第丁j2公コム公目場民ミ公園館セ民ン館

13 : 20-15 : 00 

4月17日
10 : 50-11 : 20 4月24日
11 : 30-12 : 00 (金)(金) 13 : 10-13 : 50 
14 : 10-15 : 10 
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寺大
井村
医市
院医

完 fi 

大t
}¥.'1， 

みんなの
健康

「
じ
ん
麻
疹
」

に
つ
い
て

時
代
の
変
遷
と
共
に
様
変
わ
り
し

た
病
気
の
一
つ
が
じ
ん
麻
疹
で
は
な

い
で
し
ょ

，
う
か
。
昔

は
「
鯖
を

食
べ
て

」

「
タ
ケ
ノ

「
声
、
が
れ
」

に
つ
い
て

わ大
た村
な市
べ医
耳師
亨早 Zコr

j度咽
同長

選科
ム医

敬f院

声
の
か
れ
は
、
風
邪
に
引
き
続
い

て
し
ば
し
ば
起
こ
る
症
状
で
す
が
、

重
大
な
病
気
や
思
わ
ぬ
病
気
の
徴
候

の
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

肺
に
吸
い
込
ま
れ
た
空
気
が
勢
い

よ
く
吐
き

出
さ
れ
る

B'
時
、
の
ど

ほ
と
け
の

川
裏
側
に
あ

コ
を
食
べ
て
」
「
寿
司
を
食
べ
て
」
急

に
か
ゆ
く
な
り
、
飛
び
込
ん
で
く
る

患
者
さ
ん
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

最
近
は
こ
の
よ
う
な
即
発
型
反
応
と

云
わ
れ
る
じ
ん
麻
疹
は
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

か
わ
っ
て
増
え
た
の
が
「
夕
方
か

ら
夜
(
一
部
は
朝
)
、
入
浴
、
布
団
で

暖
ま
る
と
、
圧
迫
し
た
り
擦
る
と
、

急
に
冷
た
い
水
に
子
を
入
れ
る
と
:
・
」

な
ど
物
理
的
刺
激
に
よ
る
も
の
、
あ

る
い
は
食
品
添
加
物
、
薬
品
な
ど
が

多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

る
声
帯
が
笛
の
役
割
を
し
て
振
動
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
音
声
が
生
じ
ま
す
。

声
帯
に
何
ら
か
の
異
常
が
起
こ
っ
た

時
に
声
が
か
れ
ま
す
が
、
原
因
に
よ

っ
て
そ
の
声
に
特
徴
が
あ
り
、
専
門

医
が
声
を
聞
く
と
あ
る
程
度
病
気
が

推
測
さ
れ
ま
す
。

風
邪
で
声
帯
に
炎
症
が
及
ぶ
と
声

が
か
れ
ま
す
が
、
数
日
間
は
声
を
安

静
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
タ
バ
コ

や
お
酒
は
控
え
た
方
が
無
難
で
す
。

職
業
的
に
声
を
酷
使
す
る
人
の
声

帯
の
両
側
に
イ
ボ
状
の
腫
れ
が
よ
く

み
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
声
帯
結
節

と
い
い
ま
す
。

子
供
に
も
同
様
の
も
の
が
見
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
発
声
法
を

じ
ん
麻
疹
と
い
う
の
は

一
時
的
に

急
に
か
ゆ
く
な
る
限
局
性
浮
腫
(
み

み
ず
腫
れ
)
で
あ
り
、
大
抵
は
数
時

間
で
消
失
し
ま
す
。
こ
れ
が

一
か
月

以
上
繰
り
返
す
も
の
を
慢
性
じ
ん
麻

疹
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の

8
割
は
発

生
の
原
因
と
な
る
も
の
が
特
定
出
来

な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
治
療
法
と
し
て
は
、
ま
ず

第

一
に
原
因
と
な
っ
た
も
の
の
発
見

に
つ
と
め
、
そ
れ
を
除
去
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
し
か
し
今
ま
で
述
べ

て
き
た
よ
う
に
原
因
が
分
か
ら
ず
繰

り
返
す
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
私

改
め
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
大
部
分
は

治
り
ま
す
。

声
帯
ポ
リ
l
プ
も
声
の
過
度
の
使

用
で
起
こ
る
声
帯
の
部
分
的
な
柔
ら

か
い
腫
れ
で
、
全
体
に
及
ん
だ
も
の

を
ポ
リ

i
プ
様
声
帯
と
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
良
性
で
す
が
保
存
的
に
治

ら
な
い
場
合
、
顕
微
鏡
下
摘
出
手
術

が
行
わ
れ
ま
す
。
術
後
は
1
週
間
位

の
沈
黙
が
必
要
で
す
。

声
帯
に
癌
が
で
き
る
と
声
が
れ
が

初
発
症
状
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
い

わ
ゆ
る
喉
頭
癌
で
、
喫
煙
と
の
関
係

が
深
く
、
非
喫
煙
者
と
は
却
倍
位
以

上
の
発
生
率
の
差
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
男
女
比
は
約
日
一

1
で
男
に
多
い

癌
で
す
。
早
期
に
発
見
さ
れ
れ
ば
、

は
患
者
さ
ん
に
「
多
様
化
す
る
多
忙

な
世
の
中
だ
が
、
極
力
明
る
く
過
ご

し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
、
規
則
正

し
い
生
活
、
充
分
な
睡
眠
、
ア
ル
コ

ー
ル
は
出
来
る
だ
け
控
え
め
に
、
そ

し
て
疲
労
を
避
け
る
よ
う
に
指
導
し

て
お
り
ま
す
。
薬
物
療
法
と
し
て
は

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
剤
が
多
く
世
に
出
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
や
は
り
医
者

に
か
か
っ
て
服
用
さ
れ
る
よ
う
お
す

す
め
し
ま
す
。
こ
の
薬
は
よ
く
効
き

ま
す
が
、
副
作
用
と
し
て
眠
く
な
る

の
が
欠
点
で
す
。

声
を
失
う
こ
と
な
く
、

ω
%
以
上
が

治
癒
し
ま
す
の
で
、
ヘ
ビ
l
ス
モ

l

カ
l
で
声
が
れ
が
続
く
人
は
早
め
に

専
門
医
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

最
後
に
、
声
帯
を
動
か
す
神
経
、

す
な
わ
ち
反
回
神
経
の
麻
庫
に
よ
る

声
が
れ
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
こ
の

神
経
は
頚
部
か
ら
胸
部
ま
で
長
い
走

行
を
も
っ
て
い
ま
す
の
で
、
甲
状
腺
、

食
道
、
大
動
脈
、
肺
な
ど
の
疾
患
に

際
し
て
障
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、

ノ
ド
に
異
常
が
な
い
場
合
で
も
声
が

れ
が
起
こ
り
ま
す
。
十
分
な
検
査
が

必
要
で
す
の
で
、
か
か
り
つ
け
医
や
、

耳
鼻
咽
喉
科
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ

ホ
リ
デ
イ
保
育

20 

新
城
保
育
園
(
宮
②
4
1
5
2
)

日
曜
日
・
祝
日
な
ど
に
冠
婚
葬
祭

へ
の
出
席
、
ま
た
は
、
就
労
な
ど
、

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
就
掌
前
の
児
童
(
離
乳
が
完

3
前

の
児
童
を
除
き
ま
す
。
)
を
保
育
す

る
も
の
で
す
。

実
施
日

4
月・

:
5
日
・
ロ
臼
・
ゆ
巳

お
日

5
月:・

3
日
・

4
日
・

5
白

川
日
・
け
巳
・

μ
日

引
日

午
前
8
時
ぬ
分
j
午
後
5
時

1
日

1
、

5
0
0
円

ほ
目
前
か
ら
2
目
前
ま
で

ヰ

寸

晴

司

円
円
H

E

h

H

ド

保
育
料

受

付

時
的
保
育

わ
か
ば
保
育
園
(
宮
③
0
8
3
4
)

保
護
者
な
ど
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就

労
や
、
出
産
・
傷
病
な
ど
に
よ
る
緊

急
時
の
保
育
、
ま
た
、
育
児
に
伴
う

ω理
的
、
肉
体
的
負
担
を
解
消
す
る

た
め
に
一
時
的
に
保
育
す
る
も
の
で

す
。
な
お
、
就
労
な
ど
に
よ
る
も
の

は
週

3
日
、
そ
の
ほ
か
は
月
日
日
を

限
度
と
し
ま
す
。

実
施
日
保
育
園
開
所
日

時

間

午

前

8
時
j
午
後

5
時

保
育
料

1
日

1
、
0
0
0
円

(
飲
食
費
を
除
き
ま
す
)

随
時
(
準
備
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
事
前
に
連
絡
し
て
下
さ
い
)

;gI， 
Jι 

付



春の陽気にさそわれて方向の観え

まつりに出かけてみませんか。

国社ハか
ら

日
げ
か
訪

山
川
市
来

説
ラ
が

同
ト
回

目

ノ

図

司

書
、
J

E

E

鰍
~
シ
甜

昨年8月に姉妹都市提携をした

シントラ市から、市長、市議会

議長や2人の学生など約30人の

訪問団が4月4日(土)から6日
(月)の日程で本市を来訪され

ます。

5日(日)には、花まつりに参加された後、桜

の記念植樹を大村公園で行います。

また、 6日(月)は、市役所への表敬訪問やシ

ントラの学生と大村の掌生との交流会を計画して

います。

問い合わせ 企画調整課(内線222)

大村パールハイムまつり

日 時 4月29日(水・祝)、午前10時~午後4時
場 所 大村パールハイム(木場2丁目)

大駐車場完備

内 容 電動車いす試乗会 ・真珠クイズ・

七宝焼体験コーナー・真珠珠付け

などの実演コーナー ・バザーコーナー

問い合わせ 大村パール/¥イム(宮⑬6709)

f 

蕎の日帰り観光パスツアーを催します。吾の花々を訪ね

て市内を巡りますのでどうぞお気軽に参加してください。

日時 4月25日(土).26日(日)、
午前10時出発午後4時到着予定

対 象市内在住の人

申込締切 4月22日(水)

定 員 各自22人(定員になり次第締め切ります)

集合場所 市役所五関前

※午前9時30分までにお集まりください。

コース 裏見の滝自然花苑→野岳湖→三彩の里→ l ( 
岳の木場公園→大村公園(予定)

参加費 300円(保険料など)当日ご持参ください。

※歩いて滝つぼまで降りますので運動靴など動きやすい服装で
ご参加ください。また、弁当などもご持参ください。

申し込み・問い合わせ

観光課(内線242)

'98春の陶器まつり

日 時 5月1日(金)"'5日(火・祝)

午前9時~午後5時

場 所三彩の里(原町)

内 容陶器販売ほか

問い合わせ

三彩の里(包③8833)

市指定史跡

旧楠本正隆屋敷春の催し

大村では、雛祭りは4月3日に行うのが
苦からの習わしです。

特別展示 4月1日(水)"'5日(臼)

大村家に伝わるお雛様で、江戸時代か

明治初期の作と言われています。

入場料大人100円・吾供50円

呈茶 4月4日(土). 5日(日)、午前10時~午後4時

茶券 200円

問い合わせ文化課(内線369)
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(代表)

市役所

公53圃 4111

H
Z
m，
omzhv寸
H
O
Z

地
籍
調
査
を
行
い
ま
す

地
籍
調

2 査
川室
線
3 
5 
8 

3 
5 
9 

説
明
会

4
月
上
旬
(
予
定
)
現
地

調
査

5
月
i
7
月
・

9
月
l
m
月

調
査
地
区
東
三
城
町
・
西
三
城
町
・

水
主
町
1
丁
目
・
水
主
町
2
丁
目
・
東

本
町
・
本
町
・
西
本
町

※
土
地
所
有
者
に
は
、
説
明
会
お
よ
び

調
査
日
程
を
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。女

性
就
業
援
問
相
談

長
崎
県
女
性
就
業
相
談
室

(
宮
⑬
6
0
1
0
)

県
下
に
女
性
就
業
相
談
員
を
配
置

し
、
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
女
性
に
対

し
、
就
業
に
関
す
る
相
談
・
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
外
で
働
く

こ
と
が
困
難
な
女
性
に
対
し
、
内
職
相

談
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
毎
週
火
・
金
曜
日
(
祝
・
祭
日

を
除
き
ま
す
)
午
前
日
時
i
午
後
4
時

場
所
長
崎
県
女
性
就
業
相
談
室
(
大

村
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
)

経
理
事
務
技
術
講
習
会

長
崎
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

(
包

0
9
5
1
8
4
6
1
9
0
3

0
)
 

科
目
経
理
事
務
初
級
(
簿
記
3
級
受

験
・
ワ
ー
プ
ロ
基
礎
)
日
時

5
月

日
日
制
1
6月
日
日
制
(
士
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
き
ま
す
)
、
午
前

m時
j
午

後
4
時
場
所
国
際
情
報
科
学
専
門

学
校
諌
早
校
資
格
再
就
職
を
希
望

し
、
求
職
活
動
を
し
て
い
る
女
性
で
全

日
程
受
講
可
能
な
簿
記
初
心
者
の
人

定
員

M
人
受
講
料
無
料
(
た
だ

し
、
教
材
費
は
自
己
負
担
)
申
込
期

間

4
月
日
日
間
か
ら
定
員
に
達
す
る

ま
で

危
険
物
取
扱
者
試
験

大
村
消
防
署
(
宮
②

4
1
3
8
)

種
類
甲
種
・
乙
種
(
全
類
)
・
丙
種

目
時

6
月
弘
日
目
、
午
前

m時
願

書
受
付
期
間

4
月
日
日
側
j

U
日
働

※
願
書
は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

中
地
区
公
民
館

図
書
室
か
ら

中
地
区
公
民
館
(
宮
⑬
1
3
7
6
)

中
地
区
公
民
館
の
図
書
室
で
は
、
図

書
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児

童
書

・
絵
本
の
ほ
か

一
般
書
も
あ
り
、

小
学
1
年
生
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

貸
出
期
間

1
回
2
週
間
以
内
貸
出

時

間

午

前
9
時
j
午
後
5
時
(
土
曜

日
は
午
前
日
時
l
午
後
2
時

)

貸

出

冊
数

1
回
5
冊

ま

で

休

館

日

金

曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日

大
村
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
を
設
立
し
ま
す

中
地
区
公
民
館
内

大
村
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

事
務
局

(宮
③
1
3
7
6
)

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
、
芸
術
・

文
化
・

学
習
活
動
関
係
団
体
、
福
祉
レ

ク
関
係
団
体
な
ど
の
加
盟
を
お
願
い
し

ま
す
。

加
盟
方
法

4
月

m日
制
ま
で
に
所
定

の
申
込
用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

お
り
が
み
で
あ
そ
ぼ
う

中
地
区
公
民
館
(
宮
@
1
3
7
6
)

お
り
が
み
で
今
人
気
者
の
ポ
ケ
モ
ン

を
折
り
ま
す
。
参
泊
費
は
無
料
。
誰
で

も
自
由
に
参
泊
で
き
ま
す
。

日
時

4
月
お
日
回
、
午
後
2
時
j

4

時

場

所

中

地

区

公

民

館

内

容

「
か
わ
い
い
ポ
ケ
モ
ン
が
い
ろ
い
ろ
」

持
参
品
は
さ
み
・
ポ
ン
ド

図書館l之コンビコーターか入ります!
B[eI~--

l 図書館から | 

-.

0は
/

・.

す
ど

t
ま
な

・

叩
れ
書
。

川

寸
作
明
ん

?
で
証
せ

一

U
き
分
ま

…

b

間
続
身
り

.

脚
手
・
い

h

μ

手
な
ん

~

〆

単
か

・.
 

.
 

・・

簡
印

¥

4月1日(水)からいよいよ員出・返却等の図書館業務をコンビ
ューターにより行います。
便利になった図書館を今まで以上にご利用ください。職員一同お

待ちしています。

{ 

大村市立図書館利用者力一ド
o 

一一… k 乏ごγせj 怠まえ

利用者カード

市立図書館(宮⑫ 2457)

-22-

問い合わせ

コンピューター導入でこんな点が便利になります!
1人で一度に10問まで借りられます。
利用者力一ド1枚で本や雑誌が借りられます。 (ただし、利用者

力一ドは常にご自分でお持ちいただくようになります)
ご自分で伺を借りているのかわからなくなってもすぐお答えで
きます。 (ただし、プライバシー保護のため今までどおり本の
返却後は員出記録は残りません)
当館の本は、利用者端末機で書名、作者名、キーワードでの本
の検索ができるようになります。
パソコン通信で当館の蔵書データを検索できます。
図書館までおたずねください)
当館にない本が県立図書館にあるかどうかオンラインでお探し
いたします。リクエストもすぐ申し込みます。

(詳しくは



講
演
〈
云

「
お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ

さ
ん
家
族
つ
て
な
ー

に
?
」

子
育
て
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会

永
岡
(
宮
③
8
3
4
0
)

「ね
え
l
わ
た
し
の
は
な
し
を
き
い

て
よ
」

と
い
う
子
供
た
ち
の
心
と
体
の

声
を
、

小
児
科

・
精
神
科
医
と
し
て
長

年
聴
い
て
こ
ら
れ
た
石
川
憲
彦
氏
を
招

い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

4
月
お
日
出
、
午
前
日
時
却
分

場
所

市
民
会
館

参
加
費

無
料

(
無
料
託
児
室
有
)

講
師

石
川
憲
彦

氏

(
静
岡
大
学
保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
勤

務
)

テ
I
マ

「
お
と
う
さ
ん
・
お

か
あ
さ
ん

家
族
つ
て
な
l
に

?
」

平
成
叩
年
一
度

手
話
講
習
会

福
祉
課
(
内
線
1
5
6
)

(代表)

日
時

5
月
日
日
側

i
ロ
月
2
日
側
、

午
後
6
時
初
分
1
8
時
却
分

※
8
月

は
休
講
で
す
。

場
所

福
祉
セ
ン
タ

ー

コ

l
ス
・
定
員
・
資
格

①
基
礎

コ
l
ス
・
:
初
人
(
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
)
初
心
者
の
人

②
応
用
コ
ー

ス
:・原
則
と
し
て
基
礎
コ
l
ス
の
修
了

者

③
手
話
通
訳
養
成
コ
l
ス
:・
原
則

と
し
て
応
用
コ
1
ス
修
了
し
た
人
で

コ

ー
ス
修
了
後
通
訳
者
と
し
て
登
録
し
活

動
す
る
意
志
を
も
っ
人

受
講
料

無

料
(
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
)

申
込
方

法

往
復
は
が
き
に
希
望
コ
1
ス
・
住

市役所

合 53-4111

所

・
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
・
生
年
月

日
・

職
業

・
電
話
番
号
を
書
い
て
「
一T

8
5
6
1
8
6
8

6

玖
島

1
丁
目
お

番

地

福

祉

課
」
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

返
信
用
の
宛
名
も
お
忘
れ
な
く
。

申
込
締
切

4
月
日
日
同
消
印
有
効

平
成
叩
年
震

春
の
農
作
業
標
準
賃
金
が

決
定
し
ま
し
た

農
業
委
員
会

(
内
線
3
5
2
)

作業別 単位 標準賃金額

田植(手作業)
1日当り 5，500円(男女共・ 食事関係なし)

田植(機械) 10 a当り 5，000円-6，500円

田の耕起 10 a当り 6，000円-7，000円

賃耕料 田植代かき 10 a当り 4，500円一5，500円

畑の耕起 10 a当り 4，000円-5，000円

麦 刈 コンノてイン 10 a当り 6，000円-8，000円

※
こ
の
額
は
標
準
額
で
あ
り
、
実
際
の
賃
金
額
は
立

地
条
件
等
に
よ
り
多
少
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

監聾塑 調
マヱヌ

フケタの新郵便番号の
記入にご協力を
お願いします

新郵便番号制は機械化の処理範囲を拡大し、人力に依奇す
る割合の極めて高い郵便事業の効率化を推進することによって、
将来にわたってなるべく安い料金で郵便サービスを安定的に
ご利用いただくことを目的としています。

新郵便番号をお調べするサービス
フリー夕、イヤル (案内時間 .午前9時~午後5時)

函 0120・857552

10 : 00"""'11 : 00 
14 : 00 """'15 : 00 

(アニメ 25分)

(アニメ12分)

(アニメ 12分)

4/11 (土)EJAi13
にひき ねこ げんき かぞく

O二匹の猫と元気な家族
吉つねもり

狐森

乞食の くれた手ぬぐい

住所リストによる調査サービス

郵便局に住所リストをお持ちいただければ10日程度で調査
の上返送します。

問い合わせ 大村郵便局 (包② 28 0 0) 

中地産公民館 10:00"""'11 : 00 
じてんしや

かんすけさんとふしぎな自転車
おおかみ

いじめっこ5良とナナち ゃん

ひつじのようなライオン

(アニメ23分)

(アニメ24分)

(アニメ8分)

4/11 (土)

大村市本町436-13
852-3136 
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4月1日から

レインボーロード
(広域曽農団地震道多良岳西部地区)

の通行止めが解除されます

(代表)

市役所

ft53-4111 

新規大学等卒業者を

採用される企業の皆さんへ
公共職業安定所では、平成11年3月大学等卒業予定者の採用・

就職活動の日程については、下記のとおり取り扱うことと

なりました。

平成10年度平成9年度

求 人 受 理
求人の学生への提示
求人 公 開・ 説 明 会

就 職 面 接会 7月1日以降

問い合わせ 県職業安定課 (~095--822--4930) 昨年ア月の豪雨により被災し復!日工事を
急いでいましたが、 4月1日かう通行が出
来るようになりますのでお知5せします。

4月1日以降
6月1日以降

H
Z吋
O
M
N
Z〉
4
J
H
O
Z

mm
レ
ク
ス
ク
ー
ル
イ
ン
お

お
む
ら
参
加
者

中
地
区
公
民
館
内

大
村
市
レ
ク
リ
エ

l
シ
ョ
シ
協
会

事
務
局
一
T
8
5
6
0
8
1
4

松
並

1
丁
目
2

4

6

5

(
岱
③

1
3
7
6
)
 

こ
の
講
習
会
は
、
日
本
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
公
認
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
資
格
取
得
の
た
め
の
教
室
で
す
。

レ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
目
指
し

て
い
る
人
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
興

味
が
あ
る
人
な
ど
誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

日
時

5
月
日
比
日
j

ロ
月
3
日
(
木
曜

日
目
回
)
、
午
後
7
時
1
9時
(
期
間
中

日
曜
日
が
3
回

)

場

所

中

地

区

公

民

館

ほ

か

定

員

初

人

受

講

料

1
万
円
申
込
方
法
は
が
き
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
教
室
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限

5
月
日
日
間
必
着

平
成
印
年
度
海
洋
体
験
学
習

伊東

1
ロ
B
&
G

コ
湾
外
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

大
村
海
洋
ク
ラ
ブ
(
宮
⑫
6
1
9

4
)
 

対

象

中

学
2
年
生
j
高
校
生
の
男
女

期
間

8
月
1
日
出
j
ロ
日
側
、
日
泊

ロ

日

内

容

グ
ア
ム
・
サ
イ
パ
ン
に

て
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
体
験
・
各
地
見
学

・

地
域
交
流
等
の
活
動
を
行
い
、
ふ
じ
丸

で
東
京
晴
海
か
ら
往
復
体
験
航
海
な
ど

募
集
人
員

2
人
(
多
数
の
場
合
は
抽

選

)

費

用

H
万
8
、
0
0
0
円

+

発
着
地
ま
で
の
交
通
費

申
込
締
切

4
月
回
日
出

P

フ
肉
符
円
〉コ
ヤ
し

Fcf(〉ヘ
似

合

小
・
中
・
高
校
生
の
た
め
の
国
際
交
流

「
憂
休
み
海
外
派
遣
事
業
」

参
加
者

働
国
際
青
少
年
研
修
協
会
(
〒

1

6

0
1
0
0
0
4

東
京
都
新
宿

区
四
谷
2

日
大
村
ビ
ル

3
F

8
0
3
1
3
3
5
9
8
4
2
1
)
 

対

象

小

学

5
年
生

l
高
校
3
年
生

派
遣
先
ア
メ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
の
6
か
国
日

事
業

(
う
ち
6
事
業
は
特
別
補
助
事
業
)

参

加

費

派
遣
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

申
込
締
切
特
別
補
助
事
業
・:
5
月
四

日
閃

(
選
考
試
験
あ
り
て
そ
の
ほ
か
の

事
業
・
:
6
月
9
日

ω
(書類
選
考
)

ヤ
ン
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ウ
ィ
ン
グ
mm
団
員

市
コ
ミ
セ
ン

(
合

@
3
1
6
1
)

中
国
と
韓
国
を
訪
問
し
、
両
国
の
実

情
参
観
や
両
国
青
年
と
の
交
流
・
交
歓

に
よ
り
友
好
親
善
に
努
め
な
が
ら
団
体

生
活
を
通
し
て
九
州
青
年
の
友
情
の
輪

を
広
げ
ま
す
。

資
格

4
月
1
日
現
在
、
満
初
歳
j

m

歳
で
県
内
に

1
年
以
上
居
住
し
て
い
る

男
女
募
集
期
間

4
月
1
日
制
j
初

日
同

訪
問
地
中
国
・
韓
国
募
集

人

員

お

人

(
男
凶
人
・
女
日
人
)

-24-



一
口
同
校
・
大
学
奨
学
生
募
集

教
育
委
員
会庶

務
課
(
内
線
3
7
1

(代表)

。
大
村
市
奨
学
生

資
格
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
子

弟
で
、
高
校
・
国
立
高
専
・
短
大
・
大

学
に
在
学
中

(
4
月
進
学
予
定
者
を
含

み
ま
す
)
の
人
の
う
ち
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
困
難
で
か
つ
、
人
物
・
学

業
共
に
優
れ
て
い
る
人

貸
与
月
額
高
校
・
高
専
:
・

1
万
円
、

大
学
・
短
大
:
・

1
万
5
、
0
0
0
円

※
た
だ
し
、
高
校
・
高
専
に
つ
い
て
は
、

他
制
度
と
の
併
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

願
書
受
付
期
限
5
月
6
日
制

。
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生

資
格
県
内
に

1
年
以
上
住
所
を
有
す

る
人
の
子
弟
で
、
大
学
に
在
学
中
の
人

の
う
ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
で
か
つ
、
人
物
・
学
業
共
に
優
れ
て

い
る
人
貸
与
月
額
国
公
立
・
:
3
万

1
、
0
0
0
円
、
私
立
:
・3
万
7
、

0

0
0
円

願
書
受
付
期
限

5
月
日
日
開

。
B
本
育
英
会

資
格
高
校
全
学
年
・
中
学
3
年
生

(
予
約
奨
学
生
)
奨
学
金
月
額
公
立

:
1
・
2
年
生
、
ー
万
6
、
0
0
0

円
・
3
年
生
、

1
万
4
、
0
0
0
円
、

私
立
・
:
1
・
2
年
生
、
2
万
8
、
0
0

0
円
・
3
年
生
、

2
万
6
、
0
0
0
円

※
自
宅
外
通
学
者
に
つ
い
て
は
プ
ラ
ス

5
、
0
0
0
円
申
込
締
切
各
学
校

で
随
意
決
定
し
ま
す
。

市役所

ft53-4111 

空
室
あ
り
ま
す

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
限

4
月
日
日
制

抽

選

日

4

月

初

日

間
、

午
前
日
時
初
分
j

入

居

日

5
月
1
日
働

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
課
(
内
線
4
4
1
)

住宅名 戸数 間取り 構造 階

上小路第2 2K 木造

岩 舟 2K 木造

池 田 2 3DK 中耐4 1 • 2 

久原第 2 2 3DK 中耐5 1 • 5 

1成 3DIく 中耐3 3 

原 口 3DK 中耐4 3 

中 央 3DK 中耐3 3 

※
中
耐・・・
中
層
耐
火
構
造

※
家
賃
は
入
居
住
宅
お
よ
び
入
居
者
の
収
入
に

よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

※
上
小
路
第
2
住
宅
お
よ
び
岩
舟
住
宅
は
単
身

入
居
可
能
住
宅
で
す
。

公
営
住
宅
法
の
改
正
に
よ
り
、
入
居
者
資

一

格

(
1
種
・

2
種
別
区
分
の
廃
止
)
や
家

一

賃
制
度
(
入
居
者
の
収
入
や
立
地
条
件
な

一

ど
に
よ
る
家
賃
の
賦
課
)
が
変
わ
り
ま
し

一

た
。
詳
し
く
は
、
建
築
課
住
宅
係
ま
で
お

一

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一

※
公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
等
ペ
ッ

ト
類
の
飼
育
・
持
ち
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

H
Z吋
O
M
N
涼
M
F
寸

H
0
2

mm
春
季
市
民

テ
ニ
ス
大
会

(
、
タ
プ
ル
ス
)

市
テ
ニ
ス
協
会

広
滝

期

日

男

女

B
:
・
4
月
ロ
日
側
、
男
女

A
:
・
4
月
四
日
間

※
荒
天
時
は
4
月

お
日
叩

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

資
格
市
内
在
住
者
お
よ
び
勤
務
者

参
加
料

1
組
2
、
5
0
0
円
(
協
会

員
外
3
、
0
0
0
円
)
申
込
期
限

(宮
⑫
4
8
2
1
)

4
月
5
日
佃

※
参
加
料
を
必
ず
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

多
良
丘
山
県
立
公
園

黒
木
登
山
口
の
山
開
き

大
村
山
岳
会池

野
(
宮
⑬
1
8
5
4
)

対
象
市
民
、
県
民
一
般
(
自
由
参
泊
)

日
時
4
丹
羽
日
間
、
午
前
9
時
(
午
前

8
時
紛
分
か
ら
安
全
祈
願
祭
)

場
所
県
営
パ
ス
黒
木
終
点
前
広
場

健
康
ウ
ォ
!
ク
へ
の
お
誘
い

原
因

(合
⑬
4
2
3
8
)

三幸三

円

空草。木
l' 0コ

苦言
日」 み

伴も
j'!:l R彰
迄ら
きみ
ま始
せめ
んま
カ当し
。た

市営陸上競技場

小学5・6年生男女…100m.1，000m . 

400mリレー・走幅跳・ソフトボール投

中学生男女...100m.1，500m . 400mリレー

走幅跳-砲丸投

高校一般男子一.100m.400m . 5，000m・

400mリレー・走幅跳・砲丸投

高校一般女子…100m. 400m . 3，000m・

400mリレー・走幅跳・砲丸投

陸上競技に耐える体力があり、児童生徒に

おいては保護者の承諾を得た人。

市内外は問いません。

無料

4月10日(金)ー24日(金)必着

スポーツ振興課 (内線366)

CIGlt 

おおむら陸上競技カーニバル

5f12s(土)
小・中学生の部…午後 3時一

高校・ 一般の部…午後 6時 ~

時

場所

競 技種 目

日

参加資格

申込料

申込期間

問い合わせ

側 ki@蹴闘・嚢観I砂
捌騨劃E費脚る劃眼雪。

-・E胃言雪ヨE司 1理署官需雪空軍雪ヨ・・

・・ ~filIIB .~:/~3:/.III1B 
一 25

トータルビルメンテナンス ，isIIT SSK{l総合システム管理株式会社

本社〒812.0011

福岡市博多区博多駅前1丁目15番20号

日本団体生命福岡ビル

長崎支社 干856-0817 長崎県大村市古賀島町94.31
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入れ歯が合わない

腎臓結石の予防②ー薬による再発予防

4月の競艇

女3日"""8日

競艇発祥地記念競走

女16日.....，21日

GIモータ ーボー
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マ タ ニァィースクール~明日の親のための学級(1)~1伊耳とことば‘の相談 福祉センター
中地区公民館 13:30-16:00 13:00-15:00 
⑮母子健康手帳 ・テキスト 「母と子のためにj

智 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15 :00 19日当番医

⑧40歳以上 ⑮血圧測定 (内・小)松井医院 久原2丁目 宮⑬6624

(日) (耳・咽) 山口耳鼻咽喉科医院東本町 ft@2706 

58 当番医

(内・小) 中村医院 東本町 ft@2733 乳幼児すくすく健康相談 竹松出張所
(日) (皮・ア) 本田皮ふ科・アレルギー科 大川田町 E⑮6830 ⑧9:30-11: 00 ⑮離乳食教室、 小児がん(神経芽)

智
一般健康相談 市役所健康相談室 13:00-16:00 の検査セットを渡します。育児相談 身長体重測定

⑮血圧測定体脂肪量測定栄養相談他 208 健康よろず相談 竹松出張所 13:30-15:30
乳幼児すくすく健康相談 松原出張所 冊 ⑮血圧・コレステロール・貧血・肥満など気になる方・

7日 ⑧13:30-15: 00 ⑮小児がん(神経芽) の検査 介護面の相談(訪問指導・市訪問リハビリ・リハビリ教

セットを渡します。育児相談 室・保健福祉サービスについての相談合む)

ω リハビ リ教室「根気の会」 福祉セ ンター 健診結果説明・体脂肪測定 ⑮健康手帳

9:30-16:00 ⑮パスハイク 幼児教室(お口の健康と食生活)

88 マ タ ニティースクール~明日の親のための学級 (2 ) ~ 市役所第8・9会議室

(水)
中地区公民館 13:30-16:00 

21日
⑧9:30-9:45 ⑧平成 7年10月-11月生まれ

⑮歯ブラシ(現在使用中のもの) ⑮母子健康手帳・問診票・歯ブラシ・タオル・コ ップ

1歳6か月児健康診査 市コミセン ω 
リハビリ教室「根気の会J

9日 ⑧13:00-13:30 ⑧平成 8年 9月生まれ(平成 8 福祉センター

年4月一8月生まれでまだ受けていない人も受診してく 13:30-15 :30 ⑮音楽療法 ・言語訓練

休) ださ~~ ⑮母子健康手帳 ・ 問診票 ・ タオル ・母子共現
マタニティースクール~明日の親のための学級(4)~

在使用中の歯ブラシ 22日 中地区公民館 9:30-13:00 

12日当番医 (水) ⑮母子健康手帳 ・エフ。ロン
(内) 早囲内科医院 竹松本町 宮@3530

(日) (産) 後藤産婦人科医院西大村本町 宮@6015 1歳 6か月児健康診査 市コミセン

13日
ことば、の教室 市役所大会議室 ⑧13:00-13:30 ~⑮は 9 日と同様

9:30-16:00 (初めての人は、市・健康増進課まで
当番医

冊 電話で申 し込んでくださ Lサ 28目
⑮母子健康子帳⑧ことばの発達が気にな る幼児 (外・胃)田崎医院 古町1丁目色⑬1234

乳幼児すくすく健康相談 福(離滅セ乳定ッ祉食、ト小教渡セ室児L、ガン育ン児タ相(神談経ー、芽身) 
(日 (外) 松尾外科医院 東本町 宮⑫3331

14日
⑧9:30-11:00 ~4か月児 議室) 27開日ことば、の教室 市役所大会議室 9:30-16:00

⑧13:30-15: 00 ⑧10か月児以上(指凶つ科導食衛事生育遊児A相び談につおいやて) ⑧⑮は13日と同様 | ω ⑮子供用歯ブラシ(現在使用中のもの)または

28日マタニティースクール~明日の親のための学級 (5) ~
ガーゼがあれば持参してください

中地区公民館 13:30-16:00 
3歳児健康診査 市コミセン ω ⑮母子健康手帳

18日 ⑧13: 00-13:30 ⑮平成6年10月生まれ(平成6年
4月一9月生まれでまだ受けていない人も受診して29日当番医

(別 くださ p)⑮母子健康手帳、問診票、子供用歯ブラシ (内・消)南野内科診療所 東=城町 宮⑬3731

献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-11:45 (水・御 (耳・咽)わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目色⑫2003

成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 30。同目 3歳児健康診査 市コミセン ⑧13:00-13:30 

17日
⑧⑮は3日と同様 ⑧⑮は16日と同様

マターアイースクール~明日の親のための学級 (3 ) ~
略号の説明 ⑧ …対象 ⑧ ・・受け付け ⑮ …内容

自白 夜の部「お父さん出番ですよPART・1J 中地区公民館

18:30-20:00⑧新婚夫婦・妊婦と夫・乳児の祖父母
⑮…持ってくるもの

⑮母乳育児と父親の役割について一小児科医師
当番医の診療時間 9:00-18:00 

4
月
は
、
固
定
資
産
税

(
1期
)
の
納
期
で
す
。
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

務方受(蛇境(覧 :釘受jJ

ご卒業・ご入学記念写真
ご予約承り中
-ランドセル(黒、赤)は準備しております0

・居内駐車場は 約10台収容できます。
・スタジオ記念写真を使っ たオリジナルテレ
ホンカード (50度数)プレゼント。
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国
指
定
天
然
記
念
物

玖
島
城
の
本
丸
跡
に
建

つ
大
村
神
社
の
拝
殿
の
前

の
2
本
の
サ
ク
ラ
。
こ
れ

が
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
オ
オ
ム
ラ

ザ
ク
ラ
で
す
。

大
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神
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は
明
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口
年
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創
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れ
、
そ
の
時
に
、

西
大
村
の
旧
藩
士
坂
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半

次
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献
木
し
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え

ら
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ま
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。

花
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、
多
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の
で
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2
0
0
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八
重
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を
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よ
う
な

二
段

咲
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、
下
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、

上
の
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と
い
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ま
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。
外
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が
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片
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ω
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通
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5
枚
な
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比
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あ
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オ
オ
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ザ
ク
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は
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は
え
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満
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、
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名
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ク
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郎
長
崎
大
学
名
誉
教
授
で

す
。
大
村
園
芸
高
校
の
場

ー
シ
リ
ー
ズ

ωr〉

大村神社境内

所
に
は
戦
前
か
ら
戦
後
に

か
け
て
長
崎
大
学
教
育
学

部
の
前
身
で
あ
る
長
崎
女

子
師
範
学
校
が
あ
り
、
外

山
先
生
は
そ
こ
の
教
授
を

し
て
お
ら
れ
、
昭
和
凶
年

に
学
会
に
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
学
名
の
品
種
名
を
ミ

ラ
ビ
リ
ス
と
い
い
、
こ
れ

は
奇
想
天
外
と
か
霊
妙
不

可
思
議
と
か
い
う
意
味
だ

そ
う
で
す
。

オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
は
、

大
村
公
園
内
の
参
道
な
ど

に
も
植
え
ら
れ
て
い
ま
す

し
、
平
戸
市
の
ほ
か
佐
世

保
市
柚
木
の
西
光
寺
に
は

百
年
を
越
す
古
木
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

オ
オ
ム
ラ
ザ
ク
ラ
は
大

村
市
の
「
市
花
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

4月のN ゆ84D ラジオ・新聞で大村の情報を
ラジオ・新聞で大村の情報をお知らせしています。市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で行って

います。お気軽にご相談ください。
※4月より法律相談が第1、第3水曜日の2固になりました。 FM長崎 rMYCITY MY TOWNj 

日 時毎週土曜日午前8時55分---9時

長崎新聞 『市民生活の案内板 情報コーナ-j

掲載日 毎月第2・第4火曜日発行の朝刊紙

づ~ 三ご一、， 

5多づ勾匂
花粉が飛IS¥この時期、自は兎になり、 鼻はぐすぐすおまけにイ

ンフル工ンザにはかかるわでたいへんな巴を過ごしながら「広報

おおむらjを作りました。読者のみなさん、全部読んでね・・・(辺)

桜の開花とあわせて、猷み方前線も北上し、お酒の増える季節

となりました。花見から歓送迎会、もろもろの打ち上げと、みな

さん大変容中にも、顔がほころんでいるのではないでしょうか。

近くにいながらいつも行かない大村公園。さくらがせっかく誘っ

てくれているのに、気づいたときはまた来年。今年こそ夜桜をゆ

っくり鑑葺したいと思っています。(樹)

1日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

2日(木) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

9日(木) 行 政 相 談 9 : 30-12 : 00 

15日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

22日(水) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

24日(金) 不動産相談 10 : 00-15 : 00 

27日(月) 交通事故相談 10 : 00-14 : 00 

※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。
※受け付けは午前8時30分からです。(電話での受け付けはいたしません)

出張先でのこと。私はコピーした地図を片手に駅を目指してド

ンドン歩いていた。駅まで一本道のはずなのに途中道が3つに分

かれている。"ヤパイ M と思い目印になる看板やビルを探すが見

あたらない。暗くて地図は男にくいし、 3月なのに雪は降るし、

もう最悪。明るく人通りのある方へ方向転摸。流れに乗って歩き

続けた。なんと私は駅の正面に立っていた。思わず二ンマ Ijして

しまった次第です。(あ)

毎月1回発行
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